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平成２９年第６回（６月）定例会 一般質問通告表（６月２１日）

順 質 問 事 項 質 問 者

１ 学校教育、社会教育の現場の環境改善について

 市の教育振興基本計画の評価を数値目標で示した理由は何か

 教員の多忙化解消の策は何か

 学校図書館事務職員の職務など、学校図書館整備について改善すべき点は

何か

 市立図書館で増えている臨時職員による図書館司書業務をどのように充実

していくのか

２ 人権啓発・教育への取組みについて、部落差別解消推進法施行を受けての市

長、教育長の受け止めはどのようなものか。また、どのようにして実効性のあ

るものにしようと考えているのか。

 周知方法

 実態調査の実施

 学校教育における部落差別問題学習の実施

 相談窓口の設置と相談体制の充実

３ 温泉・入浴施設の方針について

 健康・交流・観光を謳ったビジョンの概要と戦略を策定すべきではないの

か 荒 井 眞 理
13

 昨年度まで実施した温泉割引券の効果と評価及び今後の実施についての考

えはどのようなものか

４ 補助金等適正化に向けて

 刑事訴訟法第239条をどのように理解し、職員に周知しているのか

 個別外部監査を受けた補助金不正受給事件の実績報告に基づいた調査は適

切だったのか

 300万円の補助金を受けて２年で廃業となった（株）佐渡しままーとのよ

うな件の再発防止策は何か

５ 佐渡ジオパーク推進について

 ジオパークで佐渡市は何をしたいのか

 佐渡ジオパーク推進の市長と教育長の評価はどのようなものか

 日本ジオパークの再認定を目指し、その後は世界ジオパーク登録を目指す

のか

 ＤＭＯ、世界農業遺産、佐渡金銀山の世界遺産登録などとの役割の整理は

ついているのか

６ エコアイランドを謳った佐渡島における産業廃棄物処理施設の新設などにつ

いて、佐渡市の見解はどのようなものか
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順 質 問 事 項 質 問 者

１ 市立病院の使命と運営方針

公立病院改革プランを基に問う

２ 地域経済の現状認識と支援策

 地元企業への緊急支援策

 建設業に係る平成27～29年度の事業者数と、県単事業を含む佐渡全体の公

共事業費

 ５月末現在の観光客の動向

宿泊、日帰り、帰省、マイカー、レンタカー、観光バス、路線バス、タク

シーその他個々の利用者数

 航路について
14 祝 優 雄

両津航路のカーフェリー・ジェットフォイル及び小木・赤泊航路の本土発

と島民利用客数と動向

 観光対策について

継続事業の実績動向、今年度の事業の手ごたえと具体的な誘客目標

３ 国道・県道・市道・港湾・漁港・空港等施設の維持管理

 国道・県道・港湾・漁港・空港等、県が実施する主な改良事業箇所と予算

 市道の主な改良箇所と予算

 市が管理する漁港の主な改良箇所と予算

４ 住民の緊急時に対する避難訓練

国民保護法に基づくものと弾道ミサイルに対する住民避難訓練

１ 北朝鮮有事等に対する市の対応

２ 農業政策

 米の直接支払廃止・生産調整見直しによる佐渡市農業への影響と対策

 生乳プラント建設内容と佐渡市における酪農経営体育成の具体策

３ 福祉政策

 「がん探知犬」による検査を実施すべき

 第７期介護保険事業計画の特養整備方針
15 近 藤 和 義
４ 野良猫対策

 不妊去勢手術料金について、市の上乗せ補助をすべき

 佐渡保健所動物管理舎の狭隘解消を県に要請すべき

５ 佐渡金銀山世界遺産登録の見通しと今後の対応

６ 本庁舎建設問題

 訴訟の内容と市長所見

 月刊誌の特集内容（財界にいがた６月号・全６ページ）と市長所見
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午前１０時００分 開議

〇議長（岩﨑隆寿君） おはようございます。ただいまの出席議員数は22名であります。定足数に達してお

りますので、これより本日の会議を開きます。

日程第１ 一般質問

〇議長（岩﨑隆寿君） 日程第１、一般質問を行います。

質問並びに答弁は、簡潔に行うようお願いいたします。

荒井眞理さんの一般質問を許します。

荒井眞理さん。

〔７番 荒井眞理君登壇〕

〇７番（荒井眞理君） 皆さん、おはようございます。通告に従って一般質問をさせていただきます。

まず最初に、学校教育、社会教育の現場の環境改善についてです。１、今年度の市の教育振興基本計画

が出ましたが、その評価を数値目標で示しています。教育とは数値で達成するものでしょうか。数値目標

にした理由を説明してください。

２、昨日も同僚議員の質問にありました教員の多忙化が問題になっています。私は、３月議会でも質疑

いたしましたが、子供たちを取り巻く社会、家庭、教育などの課題は複雑で困難になっていますが、一方、

ＯＥＣＤの調査結果ではＯＥＣＤ参加国の中で日本の教員の仕事時間が最も多いという結果が出ていま

す。子供たちを受けとめる教員が多忙であることは、子供たちにとっても教員にとっても一刻も早く解決

すべき喫緊の課題でありますが、その策は何か。

３、学校図書館整備５カ年計画に基づき、佐渡市はこの充実のために昨年度から力を入れてくださって

いますが、さらに学校図書館事務職員の職務など学校図書館整備について改善すべき点は何か。

４、今年度に入り、佐渡市立図書館の全ての図書室に司書配置をしてくださいましたが、一気に新しく

ふえている臨時職員による図書館司書業務をどのようにして充実させていくのか、ご説明ください。

第２、人権啓発・教育への取り組みについて、部落差別の解消の推進に関する法律施行を受け、市長、

教育長の受けとめはどのようなものか、またどのようにして実効性あるものにしようとしておられるのか。

その１、周知方法。

２、実態調査の実施。

３、学校教育における部落差別問題学習の実施。

４、相談窓口の設置と相談体制の充実。

大きい質問の第３です。温泉・入浴施設の方針について。その１、温泉施設は、佐渡市は健康、交流、

観光を島づくりにとうたったビジョンを短く書いていますけれども、その概要と戦略をもっとしっかり時

間をかけて策定すべきではないのでしょうか。

２、昨年度まで実施した温泉割引券の効果があったのではないかと思われますが、その評価と今後の実

施についてのお考えはどのようなものかを教えてください。

大きい質問の第４です。補助金等適正化について。１、佐渡市のこれまでの補助金不正受給事件の多さ、

その経緯を見ていますと、不正をされても見て見ぬふりの空気が流れていたように思います。そこで、公
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務員の義務である刑事訴訟法第239条をどのように理解し、職員に周知しているのでしょうか。

２、個別外部監査を受けた離島流通効率化事業、通称ビッグフィッシャー事件の補助金不正受給事件は、

実績報告が出されたときに報告書に基づいた現地調査を適切に行っていれば未然に防げたと考えますが、

適切な調査が行われたのか。

３、300万円の補助金を受けて２年で廃業となった株式会社佐渡しままーとのような件の再発防止策は

何か。

第５の質問です。佐渡ジオパーク推進について。佐渡ジオパークの取り組みは七、八年になりますが、

まだ正しく理解されていないと感じています。秋には、特定非営利活動法人日本ジオパークネットワーク

の再認定を目指すということで、きょうは佐渡ジオパークの課題や役割をもっとはっきりさせるために質

問をいたします。

１、佐渡ジオパークは、日本ジオパークネットワークに参加していますが、ジオパークのプログラムで

佐渡市は何をしたいのでしょうか。

２、そしてこれまでの佐渡ジオパーク推進の市長と教育長のそれぞれの評価はどのようなものかお聞か

せください。

３、秋には日本ジオパークの再認定を目指すとのことですが、その後はユネスコの世界ジオパーク登録

を目指すのでしょうか。

４、佐渡は、ジオパークに並び、観光振興や世界的に認められる価値を持つプログラムなど似通った取

り組みとしてＤＭＯ、世界農業遺産、佐渡金銀山の世界遺産登録などがありますが、それぞれの役割の整

理はついているのでしょうか。

第６番目の質問です。かつて佐渡はエコアイランドをうたいました。その佐渡島における産業廃棄物処

理施設の新設などについて、最近佐渡市のリーダーシップがどのようになっているのか首をかしげるよう

なことが続いております。佐渡市の見解がどのようなものなのか改めてお聞かせください。

演台からの１次質問をこれで終わりにいたします。

〇議長（岩﨑隆寿君） 荒井眞理さんの一般質問に対する答弁を許します。

市長、三浦基裕君。

〔市長 三浦基裕君登壇〕

〇市長（三浦基裕君） それでは、荒井議員の一般質問にお答えさせていただきます。

まず、最初の学校教育、社会教育の現場の環境改善等につきましては、後ほど教育委員会のほうから説

明いたしますので、よろしくお願いいたします。

次に、人権啓発・教育への取り組みでございますが、部落差別の解消の推進に関する法律は、現在もな

お部落差別が存在することから、部落差別を解消し、差別のない社会を実現することを目的としていると

受けとめております。この法律には、部落差別の解消のための施策として、相談体制の充実や教育啓発の

推進に努めることを想定しております。市では法律の趣旨を踏まえ、国や新潟県と連携しながら、市民に

部落差別解消の必要性について理解を深めるよう、引き続き関連する施策を推進してまいりたいと考えて

います。具体的な内容につきましては、市民福祉部長のほうから説明いたしますので、よろしくお願いい

たします。また、学校教育における部落差別問題学習の実施については、教育委員会のほうから説明させ
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ていただきます。

次に、温泉・入浴施設についてでございます。魅力的な温泉の島づくりという大きなテーマを掲げて、

佐渡の豊かな自然環境、文化的環境と温泉資源を融合させた健康づくり、地域交流、観光振興などに取り

組むことで、地域住民の健康生活を支えるだけでなく、佐渡を健康保養地として新たな魅力を持った島づ

くりを進めたいと考えております。

温泉割引券につきましては、昨年度佐渡市温泉施設等利用促進事業として７つの日帰り入浴施設で使用

できる佐渡市温泉割引券を市の19事業にご参加いただいた方々に配布させていただきました。今後の実施

につきましては、各温泉施設で実施される回数券の販売への支援、高齢者を対象としたスタンプカードの

実施などで同様の効果を得ることを計画していることから、佐渡市温泉割引券を再度実施する予定は現在

のところ考えておりません。温泉の島づくりの施策と温泉割引券の実績等につきましては、市民福祉部長

のほうから説明しますので、よろしくお願いいたします。

次に、補助金適正化に関してでございます。刑事訴訟法第239条につきましては、市としての考え方が

必要であることから、昨年11月に刑事告訴の当否判断についてを設けて運用しております。個別外部監査

の件につきましては、詳細は産業観光部長のほうから説明させていただきます。

補助金交付後の短期間での廃業に対する再発防止策については、申請時、中間、実績報告時点において

審査、チェックをきっちりと行い、事業効果を高めるために必要に応じた事業完了後のフォローアップに

も努めてまいりたいと考えております。

続きまして、佐渡ジオパークの推進についてでございます。佐渡市では、ジオパークを持続可能な循環

型社会の実現に向けた経済活性化戦略の重要なシステムの一つとして、観光資源のみならず、地域づくり

や教育分野においても大いに活用してまいりたいと考えております。

佐渡ジオパークの評価についてでございますが、持続可能な循環型社会の実現に向け、観光資源として

の活用や地域づくりのツールとして大いに貢献できるものと考えております。佐渡ジオパークに関するそ

の他の詳細につきましては、教育委員会のほうから説明していただきます。

最後に、エコアイランドをうたった佐渡島における産業廃棄物処理施設に関する部分でございます。産

業廃棄物処理施設の設置及び維持管理につきましては、県の許可権限であり、市は地域の生活環境の保全

及び公衆衛生の向上を図る立場から、県が実施する産業廃棄物の適正処理に関する対策に協力いたします。

産業廃棄物処理施設設置の事前協議があった際には、引き続き地域事情を考慮し、生活環境の保全の見地

から県に意見を提出しております。また、施設設置後、事業者等が事業計画に沿って産業廃棄物の処理が

されているかどうかや、許可等に当たり、生活環境保全の見地からの意見等が履行されているかどうかの

状況を県に報告するなど、県が行う適正処理に関する対策に協力いたします。

なお、法令等に違反しない限り、事業者等が実施する産業廃棄物処理設備の設置を排除したり、規制す

ることはできないものと考えております。

私のほうからの答弁は以上でございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 答弁を許します。

渡邉教育長。

〇教育長（渡邉尚人君） おはようございます。教育現場の環境改善についてお答えいたします。
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佐渡市教育振興基本計画を策定するに当たっては、新潟県の教育振興基本計画を参考にさせていただき

ました。数値化することにより、その目標値がどのように推移したかを毎年度点検、評価していくことが

可能となると考えております。

次に、多忙化についてですが、現在教職員の多忙化解消策として、県教育委員会の指導のもと、午後７

時退勤や長期休業日を中心とした年次有給休暇の積極的な取得の促進に取り組んでおります。また、平成

26年度には全教職員に校務用パソコンを配置するとともに、グループウエアシステムを導入し、業務の効

率化を図っています。今年度学校教育法施行規則の中において制度化された部活動支援員の配置について

も検討してまいります。

次に、学校司書についてですが、学校司書につきましては今年度から人員を増員し、体制強化を図った

ところであり、学校司書一人一人が職務を十分に果たせるよう、資質の向上に向けた研修を充実させてま

いります。

次に、市立の図書館についてでありますが、市立図書館について、ことしの４月から土曜日、日曜日に

ついても図書室を開館しております。２カ月の実績は、これまで臨時職員の配置をしていた羽茂図書室を

除き、土日の来館者数増加に加え、平日の来館者もふえ、貸し出し冊数で約1.5倍増加しております。早

速土曜、日曜開館の効果があったものと考えております。

職員のレベルアップについては、職員相互における研修会を実施することで技術や知識の習得に努めた

いと考えております。また、８月から９月にかけて県主催の子ども読書レベルアップ研修会が開催される

ため、職員を参加させるなどスキルアップを図ってまいります。

次に、人権啓発・教育への取り組みについてでありますが、現在の実施状況や新たな取り組みについて

ですが、具体的には教育委員会が教職員を対象に実施する人権教育・同和教育研修講座で現地学習や差別

の実情を学ぶ機会を設けたり、佐渡人権展で市内全小中学校のいじめ根絶集会や人権教育・同和教育の取

り組みの紹介パネルの展示などを行うなど、法の周知徹底と学習機会の確保に努めています。

次に、佐渡ジオパークの推進についてであります。佐渡ジオパークの評価についてですが、ジオパーク

の活動は人づくり、教育、地域振興などを住民主体となって進め、持続可能な地域社会の発展を目指す上

での土台となるものであると認識しております。ことしの秋に予定されている日本ジオパークの再認定審

査では、平成25年に認定された以降の実績と今後の方向性をしっかりと伝え、引き続き日本ジオパークの

認定を受けるべく、準備を進めてまいります。

また、ユネスコ世界ジオパークの登録に向けましては、ユネスコの理念を理解し、ガイドラインに沿っ

たジオパークづくりを展開し、世界ジオパークとして認められるよう、まずは十分な実績を積み上げるこ

とが重要であると考えております。

次に、持続可能な地域社会の発展を目指す上での佐渡ジオパークなどの活動が土台となり、ＤＭＯの商

品づくりの原動力となるものと思っております。

以上でございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 後藤市民福祉部長。

〇市民福祉部長（後藤友二君） 私のほうから、人権啓発の取り組みについてご説明をさせていただきます。

部落差別の解消の必要性について、市民の理解を深めるために適切な機会を設けて法律の内容について
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周知徹底を行いたいと考えています。市では、人権啓発事業として、人権問題に関する認識や理解を深め

ることを目的に、佐渡人権展、人権講演会を実施しており、今後もその事業を主として周知、啓発を行い

ます。市民が部落問題をどのように受けとめているかを市民意識の現状を調査するということで、非常に

大事なことと考えておりまして、課題を適切に把握、反映していくという上で必要であろうと認識をして

ございます。市では、人権に関する市民意識調査を平成19年２月と平成26年３月に実施しています。今後

も定期的に実態調査をし、市の実情に応じた教育啓発を行うように努めていきたいと考えております。

相談窓口の設置と相談体制の充実については、国や新潟県、またはその他人権活動にかかわる機関が連

携、協力して活動を行うことにより、総合的、効果的に推進できると考えています。人権に関する相談は

人権擁護委員が新潟地方法務局佐渡支局と連携し、人権相談を実施をしております。窓口相談、電話相談、

地域に出向いて行う特設相談等により相談に応じております。市では、今後とも市報等、情報の周知を徹

底していきたいと考えてございます。

温泉のビジョンについてでございます。温泉を活用した健康づくりとして、介護予防事業や市民の皆様

からの声にもありますように、温浴による慢性的な疲労回復、関節痛の改善等の効果の検討など取り組む

中で、市民の皆様の健康づくりにつなげていきたいと考えております。

地域交流につなげる取り組みとしましては、単に入浴するための温泉施設にとどまらず、子供から高齢

者までが楽しめるような企画の実施などで、地域住民の方々の集いの場として、地域コミュニティーの核

となる施設に発展させていきたいと考えております。

また、佐渡市内には温泉施設が10施設以上ありながら、佐渡イコール温泉のイメージが全国的に認知さ

れていないと感じております。そこで、島外に向けて佐渡に温泉があるとのＰＲを積極的に実施し、温泉

を目的とした旅行地の選択肢の中に佐渡が入る取り組みを進めてまいりたいと考えております。以上のこ

とを関係各課と連携しながら、具体的な施策につなげていきたいと考えております。

温泉割引券の実績についてでございます。昨年佐渡市が実施した19事業にご参加いただいた方々を対象

に38万7,426枚を配布しました。そのうち20万16枚が使用され、率にいたしますと、51.6％の使用率とな

っております。使用率が高かった事業といたしましては、温泉施設等利用実態調査事業88.9％、湯ったり

商店買物事業86.3％、介護ボランティア支援事業73.7％などとなっております。逆に使用率が低かった事

業といたしましては、避難行動要支援者登録推進事業28.3％、スポーツ関連ボランティア促進事業29.2％、

臨時福祉給付金給付事業38.6％となっております。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 説明を許します。

安藤産業観光部長。

〇産業観光部長（安藤信義君） ご説明をいたします。

個別外部監査を受けた補助金不正受給事件というのは、平成24年度、離島流通効率化事業における水産

物加工施設整備事業についてです。この事業における実績報告に基づいた調査は適切だったかという質問

ですけれども、この実績報告の際に、市から職員３人が現地に出向き、書類確認と現地確認を実施してお

ります。その時点で書類の不備や納入機材の不備を指摘し、指導を行っております。その後、再度現場確

認をし、不備の是正を確認の上、額の確定を行っており、調査そのものは適切に行われたと考えておりま
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す。しかしながら、実績報告確定通知の日付をさかのぼって記載しており、このことは不適切と言えます。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） まず、学校教育、社会教育の現場の環境改善についてです。佐渡市教育振興基本計

画の評価を数値目標で掲げたのは、これ県を参考にしてやったということなのですけれども、市の教育大

綱で基本理念に掲げているのは、一人一人の自己実現を目指した教育の推進ということになっています。

自己実現というのは、私は質が問われるものだと考えています。この理念というのをどういう意味を込め

て掲げておられるのでしょうか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉教育長。

〇教育長（渡邉尚人君） 一人一人の自己実現というのはどういう理念というか、まさに理念として一人一

人の自己実現を図るというふうに考えております。個人ではなくて全体の目標ということでありますので、

個人で目標を立てるのであれば、これを基本に目標を立てていただければというふうに思っております。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 昨年度の評価の後ろのほうに、事務点検評価のためにはやりにくかったということ

が書いてあるのですけれども、そこのところはごらんになっていますか。事務点検評価のためにはとても

評価しにくかったというのが昨年の評価にコメントとして書かれていました。そういう事務点検評価のた

めに、今度現場が合わせるのかと。逆に言うと、数値に現場が合わせるのかというふうに読み取れるので

す。それに合わせて数値目標にしましたというふうにとれるのですけれども、そうではないかと思うので

す。どうなのですか。数値に現場が合わせるものなのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉教育長。

〇教育長（渡邉尚人君） 現場が合わせる、合わせないということではなくて、これ平成31年度までの数値

目標ということになっております。先ほど説明しましたように、年次年次がどのように進行していくかと

いうのが非常に重要な問題だというふうに思っています。

個人的な話で大変申しわけないのですが、私は実は万歩計を持っています。きょうは6,762歩既に歩き

ました。１日の目標を１万歩というふうにしています。そうすると、この後夕方足りなかったらどうしよ

うかな、１週間に向けて足りなかったらどうしようかなということが考えられるわけです。数値目標とし

て非常にいいと思われるのは、やはりそういう個人個人が目標として持てるということというふうに理解

しております。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 例えば全国学力テストの点数を上げる目標を掲げていますけれども、これでは点数

を上げることが教育の目的になってしまいかねないかと思うのです。全国学力テストの点数を上げるため
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の実態がどうなっているかというのを把握しておられますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉教育長。

〇教育長（渡邉尚人君） 全国学力テストの目的というのが、個人個人の苦手なところ、得意なところを見

て、それに対応していこう、学校全体でやっていこうということでありますので、荒井議員がおっしゃる

ように、一人一人に対応していくというのがこの目的であるというふうに考えております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） その実態を把握しておられますかということを聞いているのですけれども、どなた

かわかりますか。点数を上げるためにどうしているか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉教育長。

〇教育長（渡邉尚人君） おっしゃりたいことは、学校現場がどんなふうに考えているかということなので

しょうか。そんなふうに考えますと、例えば足りない部分がありました、点数が非常によくなかったとい

う部分については、補足の問題等を県のほうでウェブ配信等を行っておりますので、この問題の理解度が

どの程度ないのか、またはこうすればいいのかというのを次々と学校現場では考えて対応しているという

ことでございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 実態を把握しておられないのかなということで、それはご無理もないかとは思いま

すけれども、実態は点数を上げるために春休みの宿題をふやしたり、過去問に取り組ませたり、そういう

ことは小学生が、私なんか特に遊んでいましたから、普通にそんなこと春休みにやることかと。点数を上

げるためにそういう不自然なことをやっているのではないですか、そういうことを聞きませんか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉教育長。

〇教育長（渡邉尚人君） 生徒、それから保護者の希望というのが大変多いというふうに考えております。

やはり形として自分の子供がよくできる、よく理解できるというのは、ご家庭にとっても幸せなことでは

ないかなというふうに思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） そうしましたら、逆にお聞きします。

全国学力テストというのは、全校で毎年やらなければいけないものですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉教育長。

〇教育長（渡邉尚人君） 学年が決められておりますので、その学年に従って毎年行っているものでありま

す。したがって、自分が小学校のときには１回経験するという形になります。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 数値目標というのを掲げれば、現場がそれに向かってしゃかりきになると。それが

苦痛ではないお子さんは別にいいのです。だけれども、そうではない子供たちもみんなやらなければいけ
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ない。私は調べましたけれども、全国学力テストは必ずしも全校でやらなければいけないという性質のも

のでもない、そこのところを柔軟に図るということも私はありだと思うのです。ですから、基本的に数値

で目標を図るということは、今は掲げていますけれども、基本的にこれはやめたほうがいいということを

申し上げておきたいと思います。

それから、かつて一般質問で前教育長に昨今の教育の問題はとお聞きしましたときに、子供たちの意欲

の低下とご答弁されましたけれども、今佐渡の学校の教室の中で何が課題なのかということを把握してお

られますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉教育長。

〇教育長（渡邉尚人君） まだ就任して短いものですから、完全に把握しているかと言われれば、それは把

握はしていないというふうに思いますが、前教育長が意欲の問題とおっしゃったということでありますが、

確かに意欲の問題については、非常に大きな問題であるというふうに思っております。意欲があって初め

て学力、生活態度等がついてくるというふうに理解しております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） そういった数値というところで拍車をかけると、結局わからない子のスピードにな

かなかクラス全体が合わせることができなくなっていく、そしてわからないまま、それも言えないでいく、

こういう子供たちを置いてけぼりにするということがないようにということです。

私も私ごとながら、高校を卒業した若い人たちに教えていますけれども、静かで素直な生徒で授業妨害

がなくていいのですけれども、さあ、宿題出してくださいとか言っても誰も出していないのです。誰です

か、返事がない。数えて、誰々さん、誰々さん、誰々さんとやって、最後、ないの誰ですか、それでも返

事しない。こういう受け身の若い人が非常にふえているなと。このことを高校の先生たちにこぼしますと、

いや、実は高校も中学校のおさらいから始まるのです。中学校の先生たちにそういうことをお話しします

と、いや、実は小学校のときから課題がある子供たちがいましてと、こういうふうにして下がっていくの

です。そうすると、どこに原因があるのか、少なくとも小さいときからの原因というのがどんどん積み上

がると、果ては自己実現、例えば専門学校で勉強して、私はこういう職業になりたいと思っていても、そ

この学びがつまずくということをもう既に引き起こしている。ですから、一人一人が本当に学びたい、知

りたい、そして自分も聞いて、そして発言もしたい、こういう気持ちを育てることが、ひいては後でぐっ

と学習が伸びる力につながっていくのではないかと考えますけれども、いかがですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉教育長。

〇教育長（渡邉尚人君） 荒井議員のおっしゃるとおりだというふうに思います。我々も日々そのように努

力しているつもりでございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 一人一人を伸ばすというところをこれからも質問していきたいと思いますので、ぜ

ひ充実していっていただきたいと思います。現場の先生方におかれては、余り数字にこだわらずに子供た

ちを伸ばしていただきたいと願っております。
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さて、次に教員の多忙化問題ですけれども、小中学校の教員の１週間の労働時間が60時間を超える割合、

これを佐渡市において把握しておられますでしょうか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 吉田学校教育課長。

〇教育委員会学校教育課長（吉田 泉君） 文部科学省からの報告の内容が先日ですか、報道されました。

それによりますと、小学校現場では33.5％、中学校現場では57.7％となっております。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 済みません、何か数字間違えていませんか。

〔「60時間」と呼ぶ者あり〕

〇７番（荒井眞理君） 60時間を超える割合。

〇議長（岩﨑隆寿君） 吉田学校教育課長。

〇教育委員会学校教育課長（吉田 泉君） これ新潟日報の記事でございますけれども、文部科学省、４月、

学校内勤務時間が週60時間以上の教諭が小学校では33.5％、中学校で57.7％に上るとするという、そのよ

うな記事がございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 60時間を超えるという働き方というのは、人間にとって過労死を引き起こすレベル

だというふうに言われて60時間に区切られています。これほかの職業に比して、教員というのはどういう

状況に置かれていると認識しておられますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 吉田学校教育課長。

〇教育委員会学校教育課長（吉田 泉君） 私のあくまでも私見ですけれども、当然60時間以上というのは

通常それは多いというふうな認識でございます。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 子供たちを預かる現場の先生たちが過労であるということは、早く解消しなければ

いけないと思います。それは教育委員会の皆さんも同じ考えかと思いますけれども、では教員が何時から

何時まで働いているのかという実態というのは把握しておられますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉教育長。

〇教育長（渡邉尚人君） 実態のほうを調査しているところですが、今数値等は持ち合わせておりません。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 教育委員会は、労働基準法上、勤務時間を把握し、管理するのは義務なのです。こ

れはぜひやっていただきたいと思います。調べてください。

それから、教員が１日の中で休憩時間何時間とっておられるか、これ把握しておられますか。
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〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉教育長。

〇教育長（渡邉尚人君） 先ほどと同じ答弁になるかと思いますが、勤務時間等は規則で決まっております

ので、変則的な何時から何時までという形ではなくて、その業務の中でとるという形態になっております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） そうしましたら、休日に部活の対外試合に生徒を引率した場合、代休をとれるよう

なシステムになっているでしょうか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉教育長。

〇教育長（渡邉尚人君） 前後の週の数は忘れましたが、多分前８週、後12週というふうになっていると思

いますが、代休はとれます。それから、引率等の手当がついております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） それは疲れがもうどこかへ飛んだころのスパンということで、本当に疲れをとらな

ければいけないときに疲れをとれるシステムになっていないというふうに聞こえました。学習意欲の低下

や無気力な子供たちの自己実現を導くためには、まず教員に余裕が求められます。具体的な改善策という

のをこれからも見せていただきたいと思います。

次に、学校図書館図書整備等５カ年計画に基づいて、図書と学校司書配置を昨年大急ぎでやった感があ

りますが、それでもことしはさらに充実してくださいまして、今12人、学校司書がおられますが、その司

書に学校図書館ガイドラインというものを渡していますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 吉田学校教育課長。

〇教育委員会学校教育課長（吉田 泉君） ご説明いたします。

昨年の11月29日付の学校図書館の整備充実についての通知の件かと存じますけれども、それで……

〔「ガイドライン」と呼ぶ者あり〕

〇教育委員会学校教育課長（吉田 泉君） このガイドラインにつきましては、学校現場には流しておりま

すが、図書館司書に個々流したかどうかと、私そこまでちょっと押さえておりません。申しわけないです。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） ぜひそこにはどういう働き方をしたらいいかということが載っていますので、それ

ぞれに確実に手渡していただきたいと思います。

もう一つ、そういうものを実は渡す場というのが、ただぽんと渡して見てくださいではなくて、研修と

いう場であるべきだろうと思うのですけれども、研修の機会というのはどのくらい設けられていますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 吉田学校教育課長。

〇教育委員会学校教育課長（吉田 泉君） 既に今年度の分につきましては１回、もう６月の半ばに終わっ

ておりますが、先ほどご指摘のございました学校図書館ガイドラインの配布も含めまして、また夏休みに

なりますので、そういった期間を利用しまして直接お渡しする機会等を設けたいと思います。

以上です。
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〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） よその学校司書たちは、年に平均５回ほど研修しているところが多いのですけれど

も、佐渡市は年に何回、学校司書の研修を計画していますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 吉田学校教育課長。

〇教育委員会学校教育課長（吉田 泉君） 今年度の計画につきましては、当初１回の計画しかございませ

んが、また先ほどのご指摘を踏まえまして、学校図書館ガイドラインを渡す際の研修ということで検討い

たします。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 学校図書館というのは、さまざまなセンター機能を同時に発揮するものですから、

クラスに行きにくくなった子供たちの居場所にもなります。いろいろな意味で、単に図書の整理をしてい

ればいいのではないということはこの学校図書館ガイドラインに書いてありますし、働き方について十分

に熟知していただいて、いい仕事をしていただきたいと思っています。

さて、重要なセンターにこれからますますなっていきますけれども、さきの春の年度がわりに学校司書

には配置がえの通知というのが行った方と、どうも行っていない方とばらつきがあった、あるいは行って

いなかったと、これ通知はどのようにしてなされたのでしょうか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 吉田学校教育課長。

〇教育委員会学校教育課長（吉田 泉君） まず、通知でございますけれども、３月15日付で学校図書館事

務職員の増員に伴います配置等の説明会ということで、その説明会につきましては３月29日に開催してお

ります。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） それちょっと何か反省するところはないですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 吉田学校教育課長。

〇教育委員会学校教育課長（吉田 泉君） 人事異動の件、採用等もございまして、期間がなかったという

ところにつきましては、もう少し余裕があってもよかったのではないかなと、そういう思いはございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） １年目だったので仕方ないのかなと思いますけれども、やっぱり子供たちを抱える

現場だということを忘れないでいただきたいのです。やっぱり引き継ぎがなかったら、次の方にいい仕事

を回せないということで、この次の年度のときには、もっと早くきちんと引き継ぎができるように配慮し

ていただきたいと思います。改めて、別のときにまた質問させていただきます。

今度、部落差別の解消の推進に関する法律についてですけれども、佐渡は先ほどいろいろな形でご答弁

いただいたように、佐渡独自の取り組みとか既にしていただいているという認識を持っております。ただ、
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相談体制の充実というところではまだ足りないのかなと思うのですけれども、人権相談員とか配置してい

ただけますでしょうか。あるいは特別な窓口、担当を配置していただくということはご検討いただけます

か。

〇議長（岩﨑隆寿君） 後藤市民福祉部長。

〇市民福祉部長（後藤友二君） ご説明いたします。

先ほどお答えをしましたように、当相談体制としましては、人権擁護委員を含めたいろんな相談体制と

いうことで紹介させていただきました。この体制については、いろいろな中でまた検討はしてまいりたい

と思いますが、今のところ即市の担当部門とかということについては考えてございません。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） まず、ご担当の課長、部長、皆さん、現場に行って顔を合わせながら、いろいろな

ことをともにまた進めていっていただきたいと思います。また、改めてさせていただきます。

３番目の温泉・入浴施設の方針についてです。温泉の健康へのよい作用、そして交流の場であること、

観光をうたったというところで、ある程度は私も口頭では聞いていますし、今理解していることは以前に

お聞きしたことです。ただ、私はやっぱり温泉活性化協議会というものをつくるために今のご説明はあっ

たのだなと。しかし、執行部も議会も業者も市民もみんなが乗れる土台というものをきちんとつくってい

ただかないと、温泉活性化協議会を立ち上げるためだけのビジョンというのでは不十分だと思うのです。

それで、しっかりここは改めてビジョンの概要と戦略を策定してくださいと言っているのですけれども、

いかがでしょうか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 小路市民生活課長。

〇市民福祉部市民生活課長（小路 昭君） ご説明申し上げます。

先ほど答弁でも申し上げましたとおり、市と温泉活性化協議会の立ち上げのためではなく、市も先頭に

立ってビジョンの具体化に向けて努力していきたいと思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 少し前進したかなという感じがいたしますが、やはり何のために温泉やるのかとい

うところをしっかりみんなが乗れる土俵をつくっていただきたいのです。そうでないと、この議会の中で

も意見３つぐらいに分かれています。温泉要る、健康のために必要なのだ、この高齢社会というのと、温

泉要らないというのと、どっちでもいいというのと。しかし、これが今この高齢社会の中で、あるいは過

疎が進んでいる中で力を発揮するのであれば、私はやっぱり力を入れるべきだろうと思います。

それから、温泉というところが観光にとって今有利であるというところを何かどなたかがご答弁いただ

いたのですけれども、どんな理解でおられますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 祝観光振興課長。

〇産業観光部観光振興課長（祝 雅之君） ご説明いたします。

以前温泉ソムリエの方に、佐渡の温泉の泉質、それについては大変バラエティーに富んでいるというふ

うにしてコメントをいただいたことがあります。この辺を生かして観光のプロモーションを図ったり、あ
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るいはターゲットとする顧客、どこら辺にそのニーズがあるのか、日帰り温泉のニーズがあるのかという

ところを分析してプロモーションに当たるのも戦略の一つかと思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 先日ニュースで聞いたのですけれども、新潟県に来る外国人のリピーターの中の４

分の３が、実は温泉目的でリピートしていると言っていました。先ほどどなたかが、まだ佐渡の温泉の認

知度は低いということをおっしゃっていましたので、温泉ソムリエの方がどんなふうに判断してくださっ

たかわかりませんけれども、この温泉はこう、この温泉はこうというところをぜひ佐渡の観光戦略として

も押さえていただけたらなと思うのですが、温泉が温泉であるという定義というのは実は何ですか、ここ

からちょっと話題変わりますけれども。

〇議長（岩﨑隆寿君） 小路市民生活課長。

〇市民福祉部市民生活課長（小路 昭君） 的確かどうかはわかりませんが、地面から湧出するお湯といい

ますか、一定の成分を含んだお湯が湧出するということかと思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） もうちょっとしっかりどなたか答弁していただきたいのですけれども、お願いしま

す。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉総務部長。

〇総務部長（渡邉裕次君） ご説明いたします。

温泉は、温泉法という法律によりまして、地中から湧出する温水、鉱水及び水蒸気、その他のガスで一

定の要件を持つものということで定義されております。この一定の中には、温度摂氏25度以上とか一定の

成分を有することというような規定になっております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） そうしましたら、温泉でないのに温泉と偽る業者がいたらどうしますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 暫時休憩します。

午前１０時５４分 休憩

午前１０時５４分 再開

〇議長（岩﨑隆寿君） 再開します。

鍵谷市民福祉部副部長。

〇市民福祉部副部長（兼環境対策課長）（鍵谷繁樹君） ご説明いたします。

温泉の部分につきましては、温泉法に基づくものでございますので、県のほうから確認をしてもらうと

いうことになると思います。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。
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〇７番（荒井眞理君） 温泉を観光で売り出すということは、外に向かってという、内側の交流とかではな

いので、ぜひ温泉を偽るというような業者がないということも全部含めて、きちんと外に私たちは気持ち

よくこの温泉はこうですと言えるように、やっぱりここは市が主導していただきたい、この辺は温泉活性

化協議会ではないなというところを確認したいと思います。

さて、温泉割引券、いろいろな実績があるということを先ほどお聞きしました。私は、これのもう一つ

のいい点があったと思うのです。それは、佐渡じゅうどこにいても、何かのプログラムに参加すればどこ

に住んでいる人もこれをもらうチャンスがあったわけです。ところが、今年度からのシステムですと、そ

の温泉の周辺あるいはそれを利用している人しかその恩恵をこうむることができないのです。かけている

お金は同じかどっちが多いかわかりませんけれども、対象になる佐渡島民ががばっと変わるのです。この

辺は私はアンバランスだと思うのですけれども、いかがでしょうか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 小路市民生活課長。

〇市民福祉部市民生活課長（小路 昭君） ご説明申し上げます。

昨年までの温泉割引券については、ふだん温泉を利用されていない方についても温泉を利用するきっか

けづくりにはなったと思っておりますが、それで温泉に続けて入りたいという方々について、本年度から

新たな回数券割引、高齢者の割引等々で続けてまいりたいと思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 何だか大網をかけたようなご答弁だったので、もうちょっときめ細やかにやってい

ただきたいと思います。

私は、昨年までやったものの実績というのはかなりよかったのではないかと、市民のほうからもそう聞

いています。また、詳細はお聞きしながら、考えていきたいと思います。

さて、補助金等適正化に向けてに移ります。先ほど刑事訴訟法第239条についてご答弁いただきました。

３月議会でお聞きしましたら、答えられる職員の方は議会にとりあえずお一人もおられなかったので、私

は非常にショックを受けました。この意識の低さが補助金不正受給を許すものだと失礼ながら考えてしま

いました。この法律が頭に入っているのと入っていないのとでは大きな違いだと私は思うのですが、どう

思いますか。今はもう周知して、皆さん、どの職員もわかっておられるという理解でよろしいですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉総務部長。

〇総務部長（渡邉裕次君） ご説明いたします。

今ほどの３月議会の話はどういうくだりかちょっと記憶にございませんけれども、市の告発の基準につ

きましては、昨年の11月に制定をしました。その後、庁議の中でご報告をし、刑事訴訟法第239条、これ

はその基準の中にも全文としてうたってあるものでありますので、その報告、説明をし、その後共有する

ためにグループウエアのほうでも今見れるようになっております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 見られるようになっているということと理解しているということは違うので、そこ

で私は周知させてくださいというふうにお伝えしました。これからもこれが本当にわかっているのかどう
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かということは確かめていきたいと思います。

さて、離島流通効率化事業、通称ビッグフィッシャー事件は、事業者が実績報告を出した際に補助金交

付確定をしなければ、これは未然に防げた事件だと単純にそう考えますが、まずそこのところはそういう

理解でよろしいですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 髙野産業観光部副部長。

〇産業観光部副部長（兼農林水産課長）（髙野博明君） ご説明いたします。

実際に実績報告が出た後の確定報告の間に、確実に検査は行っております。しかしながら、その検査の

中に事業実施主体のほうから偽造した領収書等、書類が出された結果、このような事件に発展したと、そ

のように認識しております。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 私、ちょっと今までの議会でいただいているものは全部日付も何もかもが実際と違

うので、詳しい流れがわかりません。わからない中で聞くのですけれども、事業者から実績報告書が出さ

れた実際の日は何月何日で、その実績報告書に書かれている一応の提出日というのは何年何月でしたか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 髙野産業観光部副部長。

〇産業観光部副部長（兼農林水産課長）（髙野博明君） ご説明いたします。

実績報告書のまず実際の日付でありますが、これは平成25年７月３日であります。書面上の日付は平成

25年５月29日となっております。確定通知につきましても実際の日付は平成25年７月３日でありますが、

通知の書面上では平成25年６月３日となっております。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） なぜ書面上のものと実際のものの日数にそれだけの違いがあるのかということと、

そのように違って出しなさいと、それを業者に指南したのは誰かいるのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 髙野産業観光部副部長。

〇産業観光部副部長（兼農林水産課長）（髙野博明君） ご説明いたします。

実際の検査に出向いたのは、市のほうから３回ございます。まずは、平成25年５月14日であります。こ

のときは、消防署、保健所の検査の日でもありまして、そのときに市のほうでも検査に行っております。

しかしながら、その時点で不備がありましたので、検査の合格にならなかったので、そのときは帰ってき

たわけです。

その後、平成25年５月29日、これは実績報告の書面上の日付でありますが、この日に市のほうから３人

の職員が行って、検査を行っております。しかしながら、その時点でも不備がありまして、検査の合格と

ならないということで、指導をして帰ってきたということであります。

さらに、その後、平成25年６月28日に現場に行き、確認ができたため、平成25年７月３日ではあります

が、平成25年５月29日に事業実施主体のほうから現場が整ったという報告があったので、その実績報告書
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の日付にしております。そして、佐渡市のほうの確定通知は平成25年６月28日に確認ができたので、７月

３日に手続として行い、平成25年６月３日付で確定通知を出したということで、実際に確認をしたのを検

査が通るという段階で実績報告書と確定通知を出したというのが現状です。

ただし、その日付をさかのぼったというのがあってはならないことでありますが、この日付をさかのぼ

った理由というのは、現場の完了後、10日以内に実績報告書を出さなければいけないというような規則が

あったために、書面上の整合性を保つために日付をさかのぼったということであります。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） いろいろご丁寧に調べて、またご報告ありがとうございます。ちょっと一遍に頭の

中に入らないのですけれども、実際に設備の検査も終わらなければ、実績報告書というのを書類も不備で

すし、出さないのではないかと思うのです。それ何でわざわざ前のほうに合わせたのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 髙野産業観光部副部長。

〇産業観光部副部長（兼農林水産課長）（髙野博明君） ご説明いたします。

前のものに合わせたというのは、実際に５月14日の検査は消防署と保健所の検査、そのときに佐渡市も

予定はしていたけれども、そのときには不備があったと。その後、５月29日に事業主体のほうから現場が

整ったということで検査に行くことになったわけです。ところが、その５月29日に完了していなかったと

いうこと。ところが、５月29日付でないと書面上の完了後、どうかという規則から外れるために、書面上

の日付はさかのぼったということであります。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 当時いらっしゃらなかった方がご説明するのは、やっぱり難しいのだなというのを

感じています。私は、そこに非常にかなりの無理が働いていると見ています。１つは、新しくないものが

その施設の中におさめられていたのではないかということ、それから肝心なもの、領収書とかなかったと

思うのですけれども、その領収書というものが後々大問題になったわけです。その領収書というものも丁

寧に見たのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 髙野産業観光部副部長。

〇産業観光部副部長（兼農林水産課長）（髙野博明君） ご説明いたします。

領収書については、提出が遅かったことはあったかもしれませんが、その後提出をさせて、確認をして

間違いないものと判断したものであります。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） ちょっと１つずつ行きますけれども、領収書は大間違いなものだったと思うのです。

どういう領収書でしたか、コピーとか見られましたか。
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〇議長（岩﨑隆寿君） 髙野産業観光部副部長。

〇産業観光部副部長（兼農林水産課長）（髙野博明君） ご説明いたします。

コピーでは確認をしております。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） では、課長は今現在、そのコピーを見ておかしいとか思いますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 髙野産業観光部副部長。

〇産業観光部副部長（兼農林水産課長）（髙野博明君） ご説明いたします。

今は結果的に事情を確認しておりますので、そういう目で見ますと、ちょっとおかしいかなというとこ

ろも見受けられるというのが実際のところです。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 済みません、どうおかしいのかというのを、今産業観光部副部長の言葉で説明して

いただけますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 暫時休憩します。

午前１１時１１分 休憩

午前１１時１３分 再開

〇議長（岩﨑隆寿君） 再開します。

髙野産業観光部副部長。

〇産業観光部副部長（兼農林水産課長）（髙野博明君） ご説明いたします。

その時点での領収書の検査というのは形式検査ということで、通常領収書の一般的な標準的な内容が記

されていれば問題ないというような検査でありました。私のほうでは、この事件の詳細を確認をした上で

見ておりますので、そういう意味では少しおかしいかなというふうに感じたということであります。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） ６月27日付、3,800万円の領収書と７月20日付になっていますけれども、3,161万

1,220円の領収書、これについておかしいと思っている課長、ほかにおられなかったのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 暫時休憩します。

午前１１時１５分 休憩

午前１１時１５分 再開

〇議長（岩﨑隆寿君） 再開します。
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髙野産業観光部副部長。

〇産業観光部副部長（兼農林水産課長）（髙野博明君） ご説明いたします。

今ほかの課長という話でありましたが、ほかの課長については、私のほうではわかりません。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 3,800万円の領収書が手書きで、しかもそのお金が現金で渡されました。その領収

書を皆さん、信じるのですか。それで、補助金適正化なんかできるのですか、これが私の今の質問です。

3,000万円級の現金を渡しましたという手書きの領収書が２枚です。こんなことで補助金適正化できるの

ですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 濱野企画財政部長。

〇企画財政部長（濱野利夫君） ご説明いたします。

今ほどのこれまでの補助金不正受給等の対応につきましては、この４月に補助金等交付規準というもの

をつくりまして、要綱の改正とかその他の取り扱いにつきまして全庁挙げて取り組むということで進めて

ございます。

それで、今ほど申し上げました補助金等交付規準の中に、補助金の不正防止ということで、補助金の不

正を防止するため、１契約当たり50万円以上の経費の支払いについては銀行振り込みとするということで、

今ほどのような領収書の改ざんのようなものをやはり見抜いていこうというふうなことで進めておるとこ

ろでございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） では、なぜ50万円のもので補助金の不正受給を防ぐと、50万円のところに線引いて

いるのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 濱野企画財政部長。

〇企画財政部長（濱野利夫君） 金額の多寡によるわけでございますが、一定程度のものについては、今ほ

ど言われたような現金のやりとりというのは、やはりちょっと信じにくい。それから、一定の金額以上は

銀行振り込みしてほしいということによって、やはりそういったものも一定程度は防げるのかなというよ

うなことを考えたところでございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 皆さん、常識です。3,000万円なんか現金でもって渡しに行く、そんな必要がどこ

にあるのですか。それは要はお金は送っていませんと、そういう証拠です。そういうふうにしてつかんで

いかなかったら、疑わなかったら、これ２枚ですよ、そんなもの。現金、何で２回も3,000万円以上のも

のを持っていくのですか、しかも手書き。私の持っているメモには、１枚にはただし書きもなかったとい

うのですよ、最初。そうしたら、その時点でおかしいと思うではないですか。これは担当の３人の方か何

人が確認したかわかりませんけれども、その当時既におかしいのですよ、確認された３人だって。私はち
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ょっとその３人を疑います。

もう一つ、私たちは決算審査特別委員会で現場を見に行きました。そのときに、明らかに新品でないも

のがたくさんありました。これについては、では現地調査に行ったときには見当たらなかったと３人はそ

うおっしゃっているのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 髙野産業観光部副部長。

〇産業観光部副部長（兼農林水産課長）（髙野博明君） ご説明いたします。

その当時の現場確認においては、問題がなかったというふうに聞いております。

また、その確認に行った時点で、機材等は全て補助事業で納入したものばかりが置いてあるわけではあ

りませんので、既に当時第１工場でこの業者が使用していた補助対象外の機材も移設して現場に置いてあ

ったということも確認しております。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 議長、この補助金不正受給を未然に防いだかもしれないというところ、担当者の動

きというのが今はっきりしなかったけれども、非常に疑わしいというところがあります。しかも、私たち

議員が持っている資料というのは、ことごとく日付が改ざんされているものなのです。これについて、執

行部のほうからきちんと議会のほうに事実と報告を改めて出すようにお願いしていただけませんか。

〇議長（岩﨑隆寿君） その件につきましては、後日議会運営委員会にて検討させていただきたいと思いま

す。

それでは、質問を続けてください。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） では、次に株式会社佐渡しままーとの補助金返還をめぐる問題です。300万円の補

助金をもらって５年は事業をやるべきところ、２年で廃業、それでも株式会社が事業主体ならいかなる返

還もしなくていいものなのでしょうか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 市橋地域振興課長。

〇産業観光部地域振興課長（市橋秀紀君） ご説明いたします。

要綱上であれば返していただきたいというふうに私たちは思っておりますが、現在負債が多いため、こ

ちらには戻ってこない状況であります。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） では、株式会社佐渡しままーとの関係者の中に補助金の仕組みというものを理解し

ている方はおられますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 市橋地域振興課長。

〇産業観光部地域振興課長（市橋秀紀君） ご説明いたします。

我々事業をやる前に事前に打ち合わせをして、計画書等を申請していただいております。そのときに、
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うちの職員が説明をしたというふうに聞いておりますので、相手方も十分理解しているとは思っておりま

す。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 一般的に補助金の仕組みを理解している方はおられませんか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 市橋地域振興課長。

〇産業観光部地域振興課長（市橋秀紀君） 佐渡市の財務の関係のことまで言われるとちょっとわかりませ

んが、我々の補助金要綱の部分については、しっかりと説明しているというふうに私たちは思っておりま

す。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 多分株式会社佐渡しままーとの関係者の中には、そんなに説明しなくとも補助金の

仕組みという一般的な知識を持っている方おられたと思うのですけれども、いかがですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 市橋地域振興課長。

〇産業観光部地域振興課長（市橋秀紀君） ご説明いたします。

内部のところまでは私ちょっとわからないです。済みません。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） では、聞いている市民の方にわかりやすく、今までの議会の中でも報告してきまし

たけれども、現職の議員と前議長、元議長とおられます。補助金が市民の税金から来ていると、適正に使

われなければ返還を求められる性格のお金なのだとよく理解している人がいるのに、その補助金の一部で

さえ返す気がないと。この事業は、そもそも両津地区の市街地活性化のための第三セクターの1,000万円

を新穂地区で建設する費用に使ってしまい、加えて補助金300万円ももらい、佐渡トキ保護センターの一

丁目一番地でお店を開いたあげく、２年間で廃業。そこに前市長、前副市長、元議長、前議長、現職議員

らが関係していて、おかしなことになっていると今は亡き最長老の議員が議会で指摘をしました。同じ会

派の古参議員も、市民の血税をどぶに捨てた道義的責任があると指摘してきました。

総務部長、参考までにお聞きしますけれども、刑事訴訟法第239条第２項に照らすと、この問題はどう

解釈されますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉総務部長。

〇総務部長（渡邉裕次君） 刑事訴訟法第239条については、こうだからこうという簡単なものではござい

ませんので、犯罪の構成要件、それから返済の状況、そういったものを総合的に勘案をして判断されるべ

きものと考えております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） では、伊藤副市長、この件にかかわっておられると思いますけれども、10人の株主

の方は道義的責任を理解しておられるのでしょうか。公共入札に入る大企業が理解しないはずがないと、
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ここにいるほとんどの議員が思っていると思いますけれども、いかがですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤副市長。

〇副市長（伊藤 光君） ご説明いたします。

株主の皆さんはそれぞれお考えが違うようであります。一律には申し上げられませんが、道義的責任と

いうものを感じていらっしゃる方もいると思いますし、そういうものはないというふうにおっしゃってい

る方もいらっしゃいます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） なぜ理解を得られない方がおられるのか、テレビを見ている市民の多くの方も不思

議だなと思っていると思います。市長は、トロイカ体制で副市長を頼りにしておられますから、理解して

くださっているだろうという方がおられるのであれば、しっかり市民のお金を一部でも返してもらってき

てください。その決意をお聞かせください。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤副市長。

〇副市長（伊藤 光君） ご説明いたします。

株式会社佐渡しままーとの補助金につきましては、補助金の返還の請求は今も続けております。何とか

返していただこうということで、その努力は今後も続けていきたいと思います。ですが、株式会社佐渡し

ままーと側の弁護士にもお会いしまして、そのことを何度もお願いをしておりますが、会社の活動自体が

今ない状況で、そこも難しいという返事をいただいておりますので、どういうふうに返還、税金で出した

部分の穴があいているということでございますので、そこの何とか返していただく努力というのは今後も

継続してまいりたいと思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 道義的責任というのは、弁護士の心を動かすことではないと私は思うのです。やっ

ぱりそれはそれを負う方々のお一人お一人の心をどれだけ動かせるかということだと思います。そこのと

ころは市民のお金ですから、しっかり責任を持って、少しでも公共入札される方々もおられますから、お

願いしたいと思います。

市長、最後にお聞きします。振り返って、この問題で一番やってはいけないことは何だったと思ってお

られますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） この事業そのものの目的等、提示されたものについて、ここはいけないという部分

はなかったとは思います。

ただ、当初からまずその事業者のスキームありき、そこをスタートから行政サイドも実際株式会社両津

ＴＭＯの役員に名を連ねていたわけですから、その中で第三セクター的な90％出資の会社の中のお金もつ

ぎ込み、行政としての補助金もつぎ込む形に、逆に株式会社両津ＴＭＯの役員会の議事録を見ましても、

行政サイドからこのスキームで進めるべきだという発言をしているのも議事録に残っております。その辺

のところで、実際の本当のスキームづくりそのもののスタートの考え方については、かなりの疑念がある
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ものと私は認識しております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 市長は、そういう見解でおられると。

私は、こう思います。この半年近く国会を見ていておわかりのとおり、学校法人森友学園問題も学校法

人加計学園問題も内閣総理大臣がかかわると、行政でもゆがめられ、真実はほとんど迷宮入りし、出口も

わからなくなるということです。今回の一つの事業に市長と議長が両方からかかわってしまうと、道義的

責任も果たされなくなると、出口も見えなくなると、これが私が今回見ていて思ったことです。一番やっ

てはいけないのは、市長と議長、議会の両サイドから一つの事業をやるということです。このことについ

て、市長はいかがお考えでしょうか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 先ほども申し上げましたように、初動の段階でのスキームづくりの持っていき方に

ついては、疑念は禁じ得ません。

さらに、今後の件でございますが、今株式会社佐渡しままーとのほうは実体の運営、営業はもう既にし

ておりませんが、副市長からの報告等も踏まえまして、先方の弁護士サイドが今後解散スキームも含めて

今検討作業を続けていると。その上で、株主の方々にも集まってもらうために声をかけようと考えている

というお話をいただいております。その動きに合わせながら、しっかりとこちらのほうも株式会社両津Ｔ

ＭＯの損害金等もありますので、一緒にその流れを見ながら、株主の皆さんへも改めていろんなお願い、

要求等も要請をしていかなければいけないものと思いますが、株式会社両津ＴＭＯそのものもこの上半期

で会社を解散する予定でございますが、現状はまだ株式会社佐渡しままーとそのものが会社として存続し

ておるために、株式会社佐渡しままーとのほうに返還の請求を常に続けているという状況でございます。

よってもって、最終的に株式会社両津ＴＭＯの解散も含めまして、いわゆる公的なお金の損害費用が全て

確定した時点で、全ての結果を踏まえて、今後の処理について検討したいと考えております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 今後のことは、ぜひそういう形でやっていただきたいのですが、こういうことを二

度と起こさないためにどうしたらいいのかということで、一つの事業に市長と、それから議長とかかわっ

てはいけないと、これは私は教訓だと思いますけれども、この１点に絞るとどういうお考えでしょうか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） もろもろの補助金事業、今後もいろんな種別も含めてさまざまなものは発生し続け

ると思います。その中においても常に補助金の応募に対する審査のチェック内容のガラス張り、詳細なチ

ェック内容等々しっかり確立して、いつでも外に対しても要請、請求等があれば全て内容をオープンに公

開できるというガラス張りの形を常に持ち続けること、さらには補助金支給後の年次報告等についても徹

底したフォローのチェック体制をしっかり補助金の規定の中にも盛り込むということで再発防止、こうい

うものが二度と発生しないような形に持っていく努力をすべきものと考えております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。
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荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） ありがとうございます。

そうしましたら、次にジオパークの質問に移りたいと思います。佐渡ジオパークですけれども、これは

一般市民にどう理解されているでしょうか、その感触をお聞かせくださいますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 越前社会教育課長。

〇教育委員会社会教育課長（越前範行君） ご説明をいたします。

佐渡ジオパークでございますけれども、ジオパークにつきましては、地域住民と、それから民間団体と

か行政等が協働によりさまざまな活動を通じまして、市民の郷土愛の醸成とか、それから持続可能な地域

づくりに寄与するということでございますけれども、そこのところはジオパーク、まだ浸透していないと

いうふうに思っておりますので、これからより一層活動を活性化していきたいと思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 残念ながら、持続可能な経済発展とか地域活性化とかというところはなかなか理解

されていないのですけれども、一般の市民の方にはジオパーク、何だか難しいという印象が私はちょっと

強い。残念ながら正しく理解されていないのだけれども、これは私たちジオパークやる側の人間の発信の

仕方の問題があるのかなと、ここは課題かなと思っています。

しかし、実際佐渡の中でジオパークは随分貢献していると思うのですけれども、具体的にどんなことで

貢献しているという自負というか、実績を認識しておられますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 越前社会教育課長。

〇教育委員会社会教育課長（越前範行君） ご説明いたします。

昨年度ジオパーク推進事業として行った実績としましては、佐渡ジオパーク推進協議会というのがござ

いますけれども、そこを主体として事業に取り組んでおります。昨年７月にジオパーク新潟国際フォーラ

ムということで、佐渡市と糸魚川市と、それから津南町の合同で開催をいたしております。それから、プ

ロモーションビデオというふうなものも短編、長編というふうなものも作成をしておりまして、もう既に

ユーチューブのほうに上げておるということでございますし、それから両津地区と小木地区と、それから

赤泊地区の３つの港にマリンプラザ、それからマリンプラザ小木内に床面地形図の設置なんかも行ってお

ります。それから、各種講座、体験事業等の実施ということで、市民講座とか、親子の体験活動、ＰＴＡ

の学年事業、出前事業等々も行っております。それから、ガイドの育成のための研修会も随時開催をいた

しておるところでございます。それから、グッズの販売とか作成作業とか、ポストカードとか、ポロシャ

ツの販売とか、そういうことでも行っているところでございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 本当に佐渡ジオパークはたくさんのことをやっていると思います。欠かせない研究

も進めています、陰では。そして、保全活動ということでツーリズムをしたときにはごみを拾うとか、さ

まざまなことをしています。一番私はジオパークでほかのプログラムにはないよさというのは、個人的に

は人生観を変えることもありだということです。これはジオパークにかかわってみないとわからないとこ
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ろでもありますけれども、それだけの深さと広さを持っているものがジオパークの世界だと思います。

では、佐渡ジオパークガイド協会というのがありますけれども、その活動のほかの分野のガイド活動へ

の波及効果、これはどのように認識しておられますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 越前社会教育課長。

〇教育委員会社会教育課長（越前範行君） ご説明いたします。

今佐渡ジオパークガイド協会のほう、会員数約60名ぐらいおりますけれども、その中で実際ガイドにな

っている方といいますと、三十数名という方々がガイドになっているということでございまして、その方

々がいろいろな体験プログラムとかそういうものを自ら考えてつくったりもしておりますけれども、そう

いう方々と今度ほかのガイドの方々、例えばふれあいガイドとか、トキガイドとか、まち歩きガイド、そ

れからトレッキングガイドとか、そういう方々とも連携をとりながらやっていく必要があるというふうに

考えております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） ほかのガイド養成のコースに行っても、佐渡ジオパークで基本を学んでいるという

方々が大勢参加していると伺っております。ジオパークはガイド養成は必須であるというところで、佐渡

島内のほかのガイドの活動にも大きな貢献をしているのではないかと思います。そこは、また私は日本ジ

オパークのほかの地域のガイドたちよりも佐渡はよくやっているのではないかなと、これは自負している

のですけれども、実際には客観的にそのあたりはどんな評価ですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 越前社会教育課長。

〇教育委員会社会教育課長（越前範行君） ご説明いたします。

先ほど佐渡ジオパークガイド協会のことを言いましたけれども、佐渡ジオパークガイド協会は毎月役員

会を開催をしておりまして、そこには我々職員も一緒になっていろんな活動についての今までの成果を評

価したりとか、改善をしたりとか、それから次の活動の取り組みについての計画等々も一緒にしておると

いうことで、大変すばらしい活動をしているというふうに思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 私も社会文教常任委員会で糸魚川ユネスコ世界ジオパーク、それから隠岐ユネスコ

世界ジオパークに行かせていただいて、実際佐渡のジオパークのガイドのほうが質が高いかなと。まだ２

つしか見ていませんけれども、そんなふうに思っています。ぜひ日本ジオパーク、また再認定頑張りたい

と思いますけれども、佐渡のジオパークが難しいと言われて入り口でつまずいている、この最大の原因は

何だと分析しておられますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 越前社会教育課長。

〇教育委員会社会教育課長（越前範行君） ご説明いたします。

これは佐渡ジオパークだけではなくて、日本全てのジオパークに言えることだと思うのですが、やはり

地質とか岩石とか、そういう部分でとられがちというふうに思っております。実際は地域振興とかそうい

う部分で持続可能な循環型社会をつくるという中で、しっかりそれはやっていかなければだめだというと
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ころだと思うのですけれども、そっちのほうよりもどっちかというと先ほど言った地質とか岩石とか、そ

っちのほうが先行したというふうに思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） また、ぜひ日本ジオパーク、再認定をとらなければいけないので、いや、でも佐渡

はイエローカードですよと言われているので、今ここで私は皆さんと認識を一緒にして頑張りたいなと思

って、あえて質問しますけれども、ジオパークは地質学をまず最初に勉強して、その後その上の植物、そ

して動物、そしてそれを営みにしている生活、文化、こういうもので最初は地質を勉強し、だからこの地

質だからこの植物、この動物、だからこの生活、この祭り、この文化というふうにして上がっていくので

すが、佐渡は地理と地質学をやったために、私たち、人に説明するときにどうしても地質から上にいって

しまう。でも、これはアプローチは全く逆で間違っていて、おもしろいのだよ、佐渡というときには、こ

の上、文化とか暮らしぶり、そこから始まってジオパークへ持っていくと、入り口のアプローチは楽しむ

ところから始める、こういう流れをつくっていくことが一つの佐渡ジオパークの課題かなと思いますけれ

ども、いかがでしょうか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 越前社会教育課長。

〇教育委員会社会教育課長（越前範行君） ご説明いたします。

まさにそのとおりだと思っております。ジオパークは、どうしても先ほど言いました岩石とか地質とい

うところなのですけれども、これは、でもやはりそこのところの科学的根拠というものをしっかり出して

いくということは非常に大事だというふうに思っております。この点においては、我々やってきたことは

間違いなかったということでございますので、第２クールとしまして、先ほど言いました地域振興とかそ

っちのほうに生かすときに来たというふうに我々思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 隠岐ユネスコ世界ジオパークに行ったとき、私たち本当にびっくりしたのですが、

最初に説明聞いたのは、あの祭り、この祭りと祭りの話を最初にたくさん聞かされて、あっ、これがジオ

パークのアプローチかなと思いましたが、私たちもそこから学ばなければいけないかなと。例えば佐渡の

場合だったら、温泉ソムリエの方が言っておられたように、やっぱり温泉、それから魚とり、柿もぎとか、

きき酒をするとか、入り口はそういうところで楽しんでやっていったらいいかなと思います。

さて、もう一つ、私は佐渡ジオパーク、課題があると思うのですが、この活動にふさわしい拠点という

のをどこが一番いいのだというお考えで、現状どうなっていますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 越前社会教育課長。

〇教育委員会社会教育課長（越前範行君） ご説明をいたします。

平成25年の日本ジオパークの認定を受けたときには、拠点施設につきましては佐渡博物館ということに

なっております。

それで、今のジオパーク推進室につきましては、畑野行政サービスセンターの４階に社会教育課として

おりますので、今後それ拠点施設どうするかということは、また佐渡ジオパーク推進協議会等々で検討し
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ていきたいと思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 隠岐ユネスコ世界ジオパークは、港のすぐ前にある隠岐自然館が拠点になっていま

した。やっぱり身近にそういう拠点があるというところは大事なので、これは市長もぜひお考えいただき

たいと思います。

次に、この６月議会でも３資産という言葉が何回か出てきましたけれども、この３資産というのは何を

意味していて、その表現は適切なのかどうかということをご説明いただけますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉教育長。

〇教育長（渡邉尚人君） これまで３資産につきましては、佐渡市将来ビジョン、それから佐渡市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略においてその表現を使用してきました。世界ジオパークネットワーク審査員の方

から、佐渡ジオパークは世界認定を受けていなく、紛らわしいので、使用を控えたほうがよいのではとい

う指摘を受けました。これを受けて、今後の取り扱いにつきまして、佐渡ジオパーク推進協議会において

表現使用の実態等について検証し、今後の対応について佐渡ジオパーク推進協議会運営委員会で審議、決

定したいと考えております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） そういうことなのですけれども、世界的とか「的」とかいってちょっとごまかした

りなんかして世界的３資産ということなのですけれども、私は実は例えばジアスも既にとっています。日

本ジオパークとっています。それから、これからとろうしている佐渡金銀山の世界遺産と、こうやって１

足す１足す１イコール３ではないと思っています。というのは、世界遺産とジオパーク、これ共通点あり

ますよね、または違いがありますよね、いかがでしょうか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 越前社会教育課長。

〇教育委員会社会教育課長（越前範行君） ご説明をいたします。

ジオパークにつきましては、大地、地球に関する自然、文化遺産を保護しつつ、それを教育や地域づく

りに活用することが重視されておりますが、世界遺産につきましては、主に保護を目的としているところ

が異なる点だというふうに認識しております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 世界遺産とジオパークは保護と保全というところは同じ、それからサイトも重なっ

ている。たまたま佐渡の世界遺産という意味ですけれども、しかしジオパークのほうはそこからまたはみ

出てというか、地域経済活性化、これを重視しているというところで特徴があると。ですから、世界遺産

という中の資産とユネスコ世界ジオパークになったときの資産と重なっている部分があるというところ

で、１足す１イコール２ではないかなと。

次に、佐渡版ＤＭＯとジオパークの共通点と違いは何でしょうか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 越前社会教育課長。
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〇教育委員会社会教育課長（越前範行君） ご説明いたします。

佐渡市将来ビジョンでは、持続可能な循環型社会の実現に向けた経済活性化戦略として、ＤＭＯの中に

佐渡ジオパークが道具として組み込まれております。大地、地球をベースとして構築した佐渡ジオパーク

のモデルコースや地域の取り組みなどもＤＭＯの中に活用できる可能性があるというふうに思っておりま

す。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） ＤＭＯと、それからジオパークというのは極めて似ているので、ツールになってい

くと思います。しかし、ジオパークは研究機関との関係も大事なので、やっぱりＤＭＯから外れるところ

があるというところで、またこの関係も整理していく必要があるかなと思います。

ところで、佐渡のように複数のプログラムを持っている地域の先進地と佐渡は交流をしていますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 越前社会教育課長。

〇教育委員会社会教育課長（越前範行君） ご説明をいたします。

複数プログラムを進めている先進地につきましては、韓国の済州島ユネスコ世界ジオパークがあります。

この島では、世界自然遺産、それから世界エコパーク、それからジアス、そしてユネスコ世界ジオパーク

に認定をされております。平成28年２月にジオパーク推進室と観光振興課の職員が先進地視察を行いまし

て、昨年７月には済州島ユネスコ世界ジオパークの博士２名が来島しまして、現地視察や佐渡ジオパーク

ガイド協会の会員との話し合いの場を持ちました。国内につきましては、南アルプスジオパークや白山手

取川ジオパークなどの複数のプログラムに取り組む地域と全国大会や研修会などで課題や相乗効果につい

て話し合いを行っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） それぞれＤＭＯを含めればいろいろなＤＭＯの世界もあり、また世界遺産もそれぞ

れの世界がありますけれども、お互いに重なっているところやいいところを生かし合いながら、複数プロ

グラムをやはりよその先進地をまねながら、まとめたほうがいいのではないかというふうに思っています。

どうでしょうか、そういうような場所というのは市役所内に今ありますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 祝観光振興課長。

〇産業観光部観光振興課長（祝 雅之君） ご説明いたします。

市役所の中のセクションですと、３資産プロモーション室というところが観光振興課の中にございます。

ＤＭＯができた後ということなのですが、ＤＭＯの役割の一つとして、多様化する観光ニーズ、地域の

豊富な観光資源の活用が図れるように、ニーズと観光資源のマッチングを行いまして、コーディネート役

というところがＤＭＯの大きな役割というふうにして考えてございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） ３資産プロモーション室というのは、どっちかというとアウトプットの部分が大き

いのかなと思いますので、ぜひそれぞれの今核になっているプログラムを横に連携するような会議とかそ
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ういうものを持っていただけたらと思いますけれども、今や世界的に観光産業というのはものづくり産業

よりも経済規模は大きくなっていると言われています。ここは佐渡も重なっている部分はやっぱり無駄だ

と思いますので、効率よくやっていったらいいと思います。それは３資産プロモーション室が取りまとめ

るでしょうか、どこがやりますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 祝観光振興課長。

〇産業観光部観光振興課長（祝 雅之君） ご説明いたします。

重なっている部分、ここら辺は情報共有とかそういうところで解消もできるのかなというふうにして考

えてございますので、全体的な俯瞰で見たときのコーディネート、その部分というところが一番重要にな

ってくるのかなと思います。

ここは市役所の中で横断的なプロジェクトを組みまして、情報共有して図っていきたいと思っておりま

す。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） ぜひ横断的にやっていっていただきたいと思います。

最後に、エコアイランドをうたった佐渡島における産業廃棄物処理施設の新設などについての佐渡市の

見解というところです。昨日、同僚議員の一般質問にもありましたが、真光寺地区の産業廃棄物処理施設

の設置認可手続に際して、佐渡市の対応は初めはよかったのに、途中で間違ったと私は認識しております。

県に対する意見書の中身というものを出したということですが、その中身はどういうものでしたか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 鍵谷市民福祉部副部長。

〇市民福祉部副部長（兼環境対策課長）（鍵谷繁樹君） ご説明いたします。

県のほうへの意見書でございますけれども、こちらについては騒音とか振動等が周辺の生活環境に影響

を与えないよう対策を講ずることに加えまして、地域住民及び関係者に対し、周知を行い、同意を得るこ

と、また地域住民等から苦情があった場合は誠意を持って対応することということのほかに、車両の搬入

出における集落内での通勤、通学時間帯での通行や農業用水の排水の制限、それから屋外における堆積物

等の高さを事前に景観法に基づき、届け出することをその他の意見として提出しております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） その周知というのは、どういう方法とかは指定されていますか。周知はどうするの

ですか、どういうことを周知といいますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 鍵谷市民福祉部副部長。

〇市民福祉部副部長（兼環境対策課長）（鍵谷繁樹君） ご説明いたします。

住民への周知ということでございますけれども、こちらについては地域住民に対してちゃんと知らしめ

るということで認識しております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 「と認識しております」ではなくて、こうしてくださいという意見を出したのです
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から、どういう意味でそれ周知というのは出すのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 鍵谷市民福祉部副部長。

〇市民福祉部副部長（兼環境対策課長）（鍵谷繁樹君） ご説明いたします。

住民への周知につきましては、市が県に対しまして意見書の中で意見しているという意味でございます

けれども、こちらについては、事業者のほうからしっかり住民に対して説明責任を果たしてもらいたいと

いう意味でございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） その後、県から佐渡市の意見書に対して中身はこれでいいですかという確認はあり

ましたか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 鍵谷市民福祉部副部長。

〇市民福祉部副部長（兼環境対策課長）（鍵谷繁樹君） ご説明いたします。

県のほうからは、市が意見書を出したものに対して事業者のほうに説明をして、そして事業者のほうか

らその届け出が出されたということで、県のほうからはその写しという形で市のほうに提出がございまし

た。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） それはどういう写しで、それに対してどういう返答しましたか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 鍵谷市民福祉部副部長。

〇市民福祉部副部長（兼環境対策課長）（鍵谷繁樹君） ご説明いたします。

事業内容の変更の部分、それから近隣住民の承諾書、そして集落代表の方の承諾書ということでの通知

でございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） そうすると、集落の人たちに説明をしたというものはなかったということですね。

〇議長（岩﨑隆寿君） 鍵谷市民福祉部副部長。

〇市民福祉部副部長（兼環境対策課長）（鍵谷繁樹君） その通知には入っておりませんでした。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） それは、佐渡市が出した意見と一致していますか、そういうつもりで意見を出しま

したか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 鍵谷市民福祉部副部長。

〇市民福祉部副部長（兼環境対策課長）（鍵谷繁樹君） ご説明いたします。

その部分につきましては、市の見解と県の見解はちょっとずれているかと思います。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。
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〇７番（荒井眞理君） そうやってずれたときに、佐渡市はそうではありませんよということをお伝えした

のですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 鍵谷市民福祉部副部長。

〇市民福祉部副部長（兼環境対策課長）（鍵谷繁樹君） ご説明いたします。

県のほうとしては、集落の代表からの承諾があったということをもって住民に対して周知がされたとい

う認識でおりましたし、私ども市のほうとしましても県のほうからその旨説明をいただいて県のほうで判

断したということであれば、それはいたし方ないなということで理解しました。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） いたし方ないなというところをきょうはぜひ私はきちんとお伝えしたいと思うので

す。

地元住民は、判こを押した方は業者にだまされたと受け取っています。この点について、佐渡市は今ど

うお考えになっていますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 鍵谷市民福祉部副部長。

〇市民福祉部副部長（兼環境対策課長）（鍵谷繁樹君） ご説明いたします。

事業者が行った住民の説明会が４月に行われたわけですけれども、その席でもその話が出ましたけれど

も、市のほうとしては、それが実際にどうだったかということが確認できませんので、それについては県

のほうで最終的な判断をするかと思います。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 自分のところの市民がだまされたと思っているのですよ、業者に。それは、市とし

て意見書をつけたからには、そこはきちんと私は責任持たないといけないと思います。集落の人たちに説

明会を行っていないのに、見過ごしたというのは重大なミスだと思います。なぜ住民説明会の開催を求め

なかったのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 鍵谷市民福祉部副部長。

〇市民福祉部副部長（兼環境対策課長）（鍵谷繁樹君） ご説明いたします。

私どものほうも県のほうに確認をしておりましたけれども、昨日の議員の質問にもお答えしたわけであ

りますけれども、産業廃棄物の取り扱いの部分でありまして、これについては県のほうとしては必要ない

ということでございました。それに対して、市のほうとしても住民説明会の開催をお願いしたいという旨

伝えましたけれども、必要ないということで、全県的な枠組みの中で佐渡市だけ特別扱いというわけには

いかないということでございました。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 島というところは、全世界的にごみ捨て場になるところなのです。これからもう一

つ、産業廃棄物施設の建設の話が出ています。このことはお聞きしていますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 鍵谷市民福祉部副部長。
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〇市民福祉部副部長（兼環境対策課長）（鍵谷繁樹君） ご説明いたします。

こちらについては、昨年度来からうちの市のほうの総合政策課を通じまして、使用済み紙おむつのペレ

ット化をしたいというような相談を受けてきております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 新しい分野の施設だと思いますけれども、この許認可はどこがしますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 鍵谷市民福祉部副部長。

〇市民福祉部副部長（兼環境対策課長）（鍵谷繁樹君） ご説明いたします。

紙おむつの部分につきましては、佐渡市としまして使用済みの紙おむつは一般廃棄物という位置づけに

しております。しかしながら、事業者のいろんな話を聞いておりますと、木くず等もまぜてペレットをつ

くりたいというようなこともありまして、県のほうに相談をしましたら、これについては県の事前協議が

やはり必要だということで伺っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） それに対して、佐渡市はどういう意見をつけますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 鍵谷市民福祉部副部長。

〇市民福祉部副部長（兼環境対策課長）（鍵谷繁樹君） ご説明いたします。

この事業につきましては、事業者のほうが環境省の補助事業を活用して実施をしたいということでござ

いました。６月８日締め切りということで提出をしたということで聞いておりますけれども、これがまた

採択をされるかどうかという部分でも変わってくるかと思いますけれども、市のほうとしては相談の段階

からこれについてはしっかり住民説明をして、そして住民の同意を得てもらいたいという話を事業者には

話をしております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 首長というのは、市民に対して命を張ってでも頑張るというのはあります。でも、

県の許認可をする方は、そこまでやっぱり考えないのです。ここが一番大きな違いだと思うのです。今度

新しい産業廃棄物施設ができます。これに対しても、いや、県がああなのです、きのうも逃げているよう

な感じがすると言いましたけれども、市は市民のために頑張るのだということで、決して逃げないで、つ

けた意見に対してきちんと責任をとっていただきたいと思います。いかがでしょうか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 鍵谷市民福祉部副部長。

〇市民福祉部副部長（兼環境対策課長）（鍵谷繁樹君） ご説明いたします。

こちらにつきましては、やはり採択がされてから実際に事業者がこの後住民への説明等をしていくよう

な流れになってくるかと思います。その際には、しっかり説明するようにということで、これまでも話を

しておりますし、しっかり理解を得られるような形で進めてもらいたいということで事業者には伝えてい

きたいというふうに思います。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。
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荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） 最後、市長、いかがでしょうか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 今、市民福祉部副部長が言ったとおりでございます。まず、まだ認可されていない、

今申請の段階でございますので、その認可の結果を踏まえて、その後詳細な事業計画及び地元住民へのい

ろんな説明の計画等々をしっかりその事業者から出していただいた上で、一つ一つ丁寧にこちらとしても

フォローのチェックを続けていきたいと考えております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

荒井眞理さん。

〇７番（荒井眞理君） よろしくお願いします。

〇議長（岩﨑隆寿君） 以上で荒井眞理さんの一般質問は終わりました。

ここで、昼食休憩といたします。

午後 ０時０７分 休憩

午後 １時３０分 再開

〇議長（岩﨑隆寿君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

祝優雄君の一般質問を許します。

祝優雄君。

〔19番 祝 優雄君登壇〕

〇19番（祝 優雄君） 日本海を隔てた無法国家から、４発同時に発射されたミサイルのうち、１発が能登

半島北北西200キロメートルの海域に落下をしました。これまでミサイル発射で最も日本の国土に近いケ

ースと言われておりますが、佐渡から500キロメートルの圏内であり、他人事ではいられません。このよ

うな情勢をにらみながら、特定有人国境離島特別措置法の成立に議論を重ねたところですが、あらゆる事

態を想定し、協議を重ねてきた経過を忘れてはなりません。

佐渡は、日本海の中央に位置し、さまざまなことが想定の範囲内にあります。ここで深掘りはしません

が、佐渡の海岸線に位置する集落が個々に緊急事態に対応できる能力が極端に低下をしており、消防、防

災、自治会などあらゆる組織と個人が連携する体制を整えておかなければなりません。怠りのないよう、

準備が求められているところであります。

まず、緊急事態に対する連絡体系と避難訓練、緊急に対する対岸行政もあり、島内の高齢化率などを考

慮すると、避難、情報伝達など繰り返しの訓練が必要と考えます。市長はどのようにこの事態を考えてお

られるのかお聞かせをいただきたい。

次に、公立病院改革プランについてお尋ねをいたします。公立病院改革プランをつくるに当たり、地域

医療の現状をどのように捉え、公立病院改革プランに盛り込んだのか。

次に、市立病院の経営状態を左右する最大の問題点は、医師を含む医療技術者の確保ですが、平成29年

度から平成32年度までの両津病院、相川病院の公立病院改革プランは国立大学法人新潟大学や新潟市民病

院等の臨床研修プログラムの地域医療実習生を受け入れるとあります。医師と医療技術者の確保の見込み、
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具体的なものを持ち合わせているならお聞かせをいただきたいと思います。

次に、地元経済の縮小をどのような認識を持ち、支援策を立てていかれるのか。佐渡の場合、一定の公

共事業と雇用の関係を私どもは見過ごすわけにはいきません。近年、公共事業の極端な減少で土木建設業

の廃業が続いております。平成27年度、平成28年度と平成29年度、ことしの入札参加業者の数と県単、市

の事業をあわせた事業費にどのような変化があるのかお聞かせいただきたい。

次に、商工業、商店、飲食店、食品加工、鉄骨や機械加工、自動車関連などの地元業者の数、これは税

務の関係で押さえていると思いますので、10年前と比較をすると、どのような事業数になっておるのか、

つかんでいればお聞かせをいただきたい。

次に、創業、事業拡大など特定有人国境離島法による雇用機会拡充の支援事業の募集を行ったようです

が、何社の申し込みがあったのか。

次に、５月末時点で結構でありますが、観光客の動向、できれば宿泊、日帰り、マイカー、レンタカー、

持ち込みの観光バス、島内で調達する観光バス、路線バス、タクシーなど個々の分類ができていればお聞

かせをいただきたい。

次に、航路についてお尋ねをいたします。両津、小木、赤泊航路の、本土発と島内発の５月末時点での

利用者数の動向をお聞かせいただきたい。通告にはなかったのですけれども、貨物の輸送動向がつかめて

いればお聞かせをいただきたい。

次に、国道、県道、市道、港湾、漁港、空港などの維持管理、主な改良箇所と予算額について。

最後になりますが、航路についてお聞かせをいただきたいと思います。赤泊航路についてであります。

金田議員の質問に、県、長岡市と協議すると市長は答弁をしておりましたが、何をベースに協議をされる

のか、具体的に聞かせていただきたいと思います。

以上で１回目の質問といたします。

〇議長（岩﨑隆寿君） 祝優雄君の一般質問に対する答弁を許します。

三浦市長。

〔市長 三浦基裕君登壇〕

〇市長（三浦基裕君） それでは、祝議員の一般質問にお答えさせていただきます。

まず、住民の緊急時に対する避難訓練等でございます。北朝鮮の弾道ミサイルが佐渡市周辺に着弾する、

もしくは着弾すると予想される場合は、国からその情報が全国瞬時警報システムで配信されます。この通

称Ｊアラートと呼ばれるシステムは、佐渡市緊急情報伝達システムと直結しておりますので、各家庭の戸

別受信機や屋外拡声器から最大音量でその情報が配信されますし、携帯電話会社のサービスを利用しまし

たエリアメールでも情報が配信されるようになっております。

なお、６月12日に燕市を会場に国、県、市町村での合同避難訓練が開催され、佐渡市では国からのミサ

イルの情報を住民に周知するため、市民メールを用いて情報伝達訓練を実施させていただきました。

続いて、市立病院の関連でございます。新公立病院改革プランにつきましては、従前のプランでも掲げ

られている経営の効率化、再編ネットワーク化を継承しつつ、新たに地域医療圏構想を踏まえた役割の明

確化に取り組み、佐渡圏域において公立病院としての使命を果たしていくこととしております。

次に、地域経済への支援策でございますが、平成29年度当初予算では、特定有人国境離島特別措置法に
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基づく地域社会維持推進交付金、雇用機会拡充事業補助金などを当初予算計上したほか、今般島内業者優

先発注の方針を固めたところであります。今後の支援策につきましては、まずは商工業者への聞き取り等

を行い、経済状況の把握を行いたいと考えております。

また、特定有人国境離島特別措置法等の国の制度の活用に当たりましては、国に対して支援拡大の要望

も積極的に行ってまいりたいと考えております。

次に、建設業に係る平成27年度から平成29年度の事業者数及び県単事業を含む佐渡全体の公共事業等に

ついての件につきましては、建設部長のほうから説明させていただきます。

また、４月から５月までの輸送実績でございますが、佐渡航路全体で約26万5,000人、前年比で1.9％増、

うち島民は８万2,000人で前年比で12.7％増加いたしました。増加の要因として、ゴールデンウイーク中

の天候に恵まれましたほか、特定有人国境離島特別措置法による島民割引開始により、大幅に割引となっ

たジェットフォイルの島民利用が顕著でありました。航路別、船別ごとの詳細及び５月末現在の観光客の

動向につきましては、産業観光部長のほうから説明させていただきます。

次に、観光対策についてでございます。これまで継続的に取り組んできた施策のうち、インバウンド施

策を例にとりますと、直近のデータでは台湾を中心とする団体旅行が定期空路の就航もあり、実情として

あらわれ始めてきたと考えられます。また、観光対策事業におきましては、泊数を伸ばすことを目的に、

２泊３日の旅行商品の造成を推進するとともに、着地型の体験等を前面に押し出すことで１泊２日の割合

が減り、２泊３日がトレンドになりつつあると考えておりますので、さらに滞在型の観光を促進してまい

ります。

次に、国道、県道、市道等の維持管理の部分でございます。国道、県道、港湾、漁港、空港等、県が実

施する主な改良事業箇所と予算及び市道の主な改良箇所と予算につきましては建設部長のほうから、市が

管理する漁港の主な改良箇所と予算については産業観光部長のほうから説明しますので、よろしくお願い

します。

なお、赤泊航路の協議という点に関しましては、現状佐渡汽船のほうから正式な申し入れはございませ

んが、今後そのような申し入れがございました場合には、新潟県、佐渡市、そして対岸の長岡市も含めた

関連自治体と共通の場で協議を行い、今後も存続の方向性をどうすれば探れるか等の協議を行っていきた

いと考えております。

私のほうからの答弁は以上でございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 説明を許します。

猪股建設部長。

〇建設部長（猪股雄司君） ご説明いたします。

建設業に係る平成27年度から平成29年度の事業者数及び県単事業を含む佐渡全体の公共事業費について

ですが、佐渡市の指名参加登録数では平成27年度、平成28年度は147社、平成29年度においては131社とな

っております。また、県単事業を含む佐渡全体の公共事業費は、土木、農林水産等合わせまして予算ベー

スでございますが、平成27年度が約158億1,000万円、平成28年度が約142億1,000万円、平成29年度は約156億

1,000万円となっております。

国道、県道、港湾、漁港、空港、県が実施する主な改良箇所と予算についてでございますが、国道350号
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線の両津バイパス等で約２億4,000万円、県道の主な改良ということで、箇所としましては佐渡一周線の

竹ケ鼻トンネルや真更川工区があります。改良事業費として約28億5,000万円、港湾については両津港、

小木港等の約４億6,000万円、漁港については鷲崎漁港等の約６億9,000万円、空港については約600万円

と聞いております。

次に、市道の主な改良箇所と予算額についてでございますが、主な改良箇所として平松２号線、大小72号

線等がございます。予算額につきましては約７億6,000万円でございます。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 説明を許します。

安藤産業観光部長。

〇産業観光部長（安藤信義君） ご説明をいたします。

４月から５月までの航路別及び船別の利用客数について、発着合計で1,000人以下を四捨五入した数字

で申し上げます。両津航路のカーフェリーは13万7,000人、うち島民３万9,000人、ジェットフォイル９万

7,000人、うち島民４万人、小木航路２万8,000人、うち島民2,000人、赤泊航路3,000人、島民600人です。

傾向として、ジェットフォイル便が大幅に割引になったことにより、カーフェリーからジェットフォイル

への乗りかえや集中していた両津発７時20分のジェットフォイル便から９時以降の便への分散、また片道

から島民割引が適用されるため、片道券の利用が多くなっております。

本土発の航路の利用実績では、１月から３月が昨年と比較して輸送人員で96.4％、航送台数で96.9％、

４月以降は輸送人員で97.8％、航送台数で101％、５月、輸送人員が104.8％、航送台数が105.9％となっ

ております。ゴールデンウイークだけを比較しますと、昨年より輸送人員で約9.3％、航送台数で約6.1％

ふえております。

観光客の動向として、主要観光施設及び一般社団法人佐渡観光協会からの聞き取りによると、ゴールデ

ンウイークの観光客入り込み数は曜日配列がよく、好天が多かったことから、入り込みは昨年よりも増加

したという情報を聞いております。

続きまして、漁港の数字を申し上げます。市が管理する漁港の平成29年度の主な改良箇所につきまして、

漁港施設機能強化事業による大川漁港の西防波堤の改良が約２億900万円、水産物供給基盤機能保全事業

による沢根漁港の沖防波堤の補修が約7,800万円となっております。当初予算の合計で約４億8,200万円と

なっております。

貨物、お問い合わせございましたが、４月から５月の全航路便で１万7,736トン、前年比で23％プラス

であります。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） 建設部長、業者の数字を今聞かせてもらいました。結果的に16社減っております。

この雇用の関係というのは何人ぐらいなのかわかりますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 猪股建設部長。

〇建設部長（猪股雄司君） ご説明申し上げます。
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雇用の関係につきましては、建設部のほうでは把握しておりません。申しわけございません。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） これが実は一番重要なところでもあるわけです。公共事業が減っていくことと業者

が減ってきた、そして雇用が減ってきた、全体的な経済影響が出てくる、これが循環するわけですから。

ですから、私が聞きたかったのは、業者の数とその関係なのです。これがやっぱり我々は注目をするとい

うか、注視をしなければならぬ数字だろうと、そういうふうに思っております。

それでは、市長、直接市長とやりとりをするところ、それから担当とやりとりをするところと分けて私

のほうで質問させてもらいたいのですが、公立病院改革プランというものができました。そして、これは

平成29年度から平成32年度まで５年間のプランであります。これは市長がいつも言う株主たる市民に対し

て、医療というものをこういうふうな形で両津病院、相川病院が提供していきますよと、これは一つの大

きな安心の担保でもあるわけです。私はその約束事だろうと思うのです。結果して、目標はやはり明確な

数字のもとに議論を深めていくというのが筋だろうと思っておりますので、そのようにまず受けとめてく

ださい。

そこで、両津病院は120床の病院であります。それを現在99床、そしてまた現状では60床で運営をして

いるわけでありますが、この要因、患者が少なかったのか、人材の問題なのか、これどっちなのでしょう。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 現在両津病院のベッドがかなりの度合いであいている部分につきましては、患者数

の問題ではなく、確保できている看護師等の医療用の人材の問題でございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） そうすると、そこのところが非常に大きな問題になる。これ市民の安全、安心を完

全に担保したというふうには言えません。そこで、このことについて公立病院改革プランの中で幾つかこ

ういう形で人材確保したいというが、しかし具体的なものが実はないのです。ですから、60床を目指して

スタッフをどのような形で、どうやって確保していくのか、これ具体的な方法を聞かせてください。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 佐渡市としましては、従来からも看護師等の確保についてはかなり一生懸命努力し

ながらも、実際は確保し切れず苦慮してきているという状況が続いているのは今も変わっておりません。

今後につきまして、医療技術者等々の確保に向けて、何とか人材を必要最低限でも確保していこうという

ことで、例えば医療業界に進む生徒たちに向けての奨学金の支援制度あるいは首都圏等、新潟県も含めた

看護師専門学校への訪問、セールス等々含め、いろんな形でやっておりますが、現状こちらが希望、ここ

まではしっかり確保したいというまでには至っておりませんが、このような従来の努力に加えて、さらに

佐渡で医療に携わっていただいた場合のもろもろの生活支援の手厚い部分をどうしていくか等も含めてさ

まざまな角度から考えていき、その効果を見ながら、効果があるやなしやによって、また次の手を考えて

いくということを続けていくしかないと思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。
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祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） 今市長のこれは答弁というのですか、言いわけを聞いていますと、次の質問を出し

にくくなる。これ今医療技術者が不足をしているために、現在39床で運営を一生懸命やっているよという

ことなのです。そこで、これ現場に聞いたほうがいいのかな。具体的に今看護師、そしてまた薬剤師など

が足らないわけです。これ現実的にはどんな形で今募集努力をされておるのですか、具体的に。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） ご説明します。

具体的にという形では随時募集という形で、４月１日採用ではなく、年度の途中でも採用を受け付けら

れるような形で受け付けておりますし、またお問い合わせあるいは見学等には丁寧に対応する中で、一人

でも両津病院で働きたいという方がおられたら、お願いするという形をとっております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） 具体的なものが出てこないというのが問題なのです。そこで、今現在99床に戻すこ

とを基本にスタッフ募集をしているのか、60床を維持する形で対応しているのか、これどっちなのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） ご説明します。

39床を復活させて99床というのはもちろん目標でございますけれども、今現在60床の部分で十分にスタ

ッフが健康に働ける体制を目指すために、一人でも多くという形で募集をしております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） これは、幾つかこのプランの中に明記をされております。看護師を確保するための

事業で、ワークライフバランスというものを事業として実施するのだよと言っている。横文字、私は弱い

ので、日本の言葉に置きかえたら、これどういうことなのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） ご説明します。

それぞれの人生の段階、ステージ、女性でいえば独身のとき、そして結婚され、お子さんが生まれ、子

育てをし、お子さんの手が離れて、また仕事に戻れるけれども、ちょっと今度はご自身も年齢を重ねると

いうそれぞれの年齢層に合った働き方ができ得る組織の体制をみんなで意識の統一を含めて、そういう働

ける職場をつくっていこうという活動でございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） これは言葉はいいのです。サポートをする方式をどういう形で実際にやられておる

のですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） ご説明します。

肉体面といいましょうか、そういう形でいきますと、まず看護師職は腰痛が非常に問題となっておる職
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場でございます。この腰痛防止のための例えば毎日のストレッチ運動であるとか、あるいは器具の適切な

使用を進める、あるいは器具等が足らなければしっかりと購入をしていく。あと次に、働き方で非常に忙

しい職場で、それぞれ１人ずつがなかなか思うような年休もとれないというようなこともあるのですけれ

ども、その中にあっても、やはりそれぞれの年齢、年齢で年休という権利を取得できるときには権利を言

えるような意識づくりというものをそれぞれのスタッフの話し合いあるいはいろんなパンフレット、チラ

シ等も事務局で作成をして配っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） 要は仕事と生活を共存させるということです。そして、働きやすい職場をつくると

いうことですよ、要は。だから、言葉だけではなくて、それをどういう形で実践するのかということをや

らないと、これ何にも形として私は出てこなくなるのだろうと思うのです。

それと、もう一つは、次は就職のガイダンスに参加し、看護師を紹介してもらうのだと言っているけれ

ども、これは実際にはただ参加をするだけではだめなのですが、どういう内容というか、市の病院はこう

いう環境の中で医療活動ができますよと、どういうアピールをしているのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） ご説明をします。

まず、当然当院、両津病院、そして相川病院のそれぞれの病院としての位置づけというものをご説明す

る中で、やはり佐渡のよさ、そしてワークライフバランス活動にもよるといいましょうか、それが売り、

メーンなのですけれども、そういう活動もしているというアピールポイントを説明させてもらって、若い

方の就職ガイダンスのところでも少しでも、あとはやはり地域のかかりつけ医、地域医療というのが近年

非常にクローズアップされていますので、そういう方面に関心の高い医療従事者の方がぜひ窓口に来てい

ただければというふうに思ってガイダンスに参加しております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） ハローワーク佐渡や民間の専門会社に登録をしたから人が集まるなんて甘いもので

はないわけです。いわゆる次に働いてもらうという、その働く環境をどういう形でアピールできるのか、

それが本当に担保されているのか、そこに私はかかってくるのだろうと思うのです。

そこで、例えば子育てや介護世代に訴えるというのが一つの大きなポイントだろうと思うのです。働き

やすい、子供を育てやすいという、この売りというのは何かあなた方この中で考えておるのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） ご説明します。

そういう部分で強くアピールできるように、ワークライフバランス活動の中で今組織風土、働きやすい

環境というものをつくり上げていっている途中でございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） これ私もガイダンス、これ見ながら、どうしたら訴えられるのかなということで少
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し考えてみたのです。というのは、働く日数、時間帯、これは働く時間が選べますよと、週３日制でもオ

ーケーですよと、１日数時間でもオーケーですよと、ついには働き方が選べますよと、日勤のみでもいい

よと、夜勤のみでもオーケーだよと、週１回の夜勤でもオーケーですよと、それから働く場所が選べます。

例えば病棟でもいいよと、外来でもいいよと、訪問介護でもいいよと。それから、子育て支援というのは、

やはり子供を保育園に預けられるかどうかですから、例えば両津病院であれば隣にある夷保育園はいつで

も入園できますよ。介護や子育てをしながら働きやすい体制というのを整えてあげないと、私は絶対に集

まらないだろうと思います。これは市長、どう思いますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 実際働いている看護師の関係する保育園の受け入れ態勢等々については、今議員お

っしゃった部分でいろいろ検討の余地はあるかと思います。

ただ、フレックスタイム制を始めとする働く環境を選べるという部分、非常にいい案だとは思いますが、

恐らく選べる形にすると、ある働く体系のところに希望者が殺到して、一方のほうにはほとんど希望者の

手挙げがない、そこでの人振りがかなり難しくなるというような現象も出てくることも想定されますので、

そのような場合、環境、選択の範囲をどのようにするかというところまで含めて、実情もあわせながら詳

細に検討した上で判断する必要があると思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） 市長、市長の答弁というのはそんなに行政長くないけれども、全く行政らしい答弁

になりました。何か問題を探して持ってくるというのは、これはやっぱりやってみるよりほかないのです。

やらなければだめなのです。ですから、失敗を恐れず、やはり取り組むという姿勢が私は必要だと思うの

です。これは給料体制というものも含めながら、しっかりしたサポートの体制を整えておかなければなら

ぬと思う。

私は、もう一つの狙い目は、佐渡出身者のところをやはり狙っていくのが一番いいのだろうなと思って

おります。島外に住んでいる医師もいるでしょう、佐渡の人ではなくて。そして、医療技術者もいるでし

ょう。その人たちが佐渡の恵まれた自然環境の中で子育てがしたい、だから佐渡に行ってもいいなと思っ

ている人がおられるかもしれない。島外に住んでいるけれども、親の介護のために帰らなければならない

のだけれども、勤められるところがあるだろうかと思っている人もいるかもしれない。やはりそういう人

たちにもアピールができるような形で、就職ガイダンスというのに参加をするなら、そういう体制づくり

をした中でアピールをしていくということが私は必要なのだろうと思うのです。これ、市長は今まで文字

文化の中にいたわけですから、文字の訴える力、弱さというのはよく知っていると思うのです。やはりそ

このところは市長もきちっと指示をして、アピールをする、受け入れられるような形で対応していただき

たい。これを早くやらないと、ただ文字を並べただけでは何にも解決しませんから、その辺の対応どうで

すか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 昨日の他の議員の方のご指摘でも同じようなご質問がございましたが、やはり佐渡

という中での看護師等あるいは医者としての医療業務だけでなくて、この島で医療業務に携わるためのや
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りがい、生活面の魅力等々も含めたところの部分については、しっかり首都圏方面におきましてもアピー

ルできる形の募集活動を行っていかなければいけないと思います。

もっと言いますと、先ほど文字等どうのこうのの影響力の点でご指摘ありましたが、単純に文字を羅列

するだけのパンフレットよりも、実際その中で来ていただいて、佐渡へ移り住んでいただいた方が佐渡で

実際このようなやりがいのある、生きがいのある生活をしているかどうかという、その方々が直接発信し

ていただくＳＮＳ等の影響力のほうがはるかに強いものと考えておりますので、そういう方々を一人でも

二人でもどんどん、どんどん早目にふやしていく努力を行政として続けなければいけないと思っておりま

す。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） 私は、これ介護の経験者から聞いた話なのですけれども、離職者の再就職を促すと

いうのはここにも書いてあるのです。ところが、この経験者が言われたのは、現場復帰といってもなかな

か難しいのだよと。それは臨床現場を一旦離れてしまうと、そのときは何にもないような形で対応してい

たことをやはりちゅうちょするようになってくる。やはり再就職をするためには、その技術支援というか、

指導しながら支援をしていくということが必要なのだと。やはり一つ一つその垣根を取り除いていくとい

う細やかな対応がないと、一旦職を離れてしまった人たちに帰ってきてください、なかなか難しいのです

よと言われたのです。やはり医療技術からすればあると思うのです。そういう対応を佐渡市ができておる

のかどうか、それをやっている上で今のような形で離職者の再就職をここへ文言として載せているのかど

うか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） ご説明します。

実際の離職者の再就職支援という形でのプログラムは今現在はございませんけれども、重要な課題だと

は認識しております。公立病院改革プランの中でもそのことが認識されているので、文言等になっている

のだと思います。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） やはりそういう一つ一つをきちっと対応できるようにしておかないと、呼びかける

にもなかなかうまくいかないし、非常に呼びかけが弱くなるのです。ですから、その辺はしっかりとした

体制を整えた中でやらないと、ただ国からこう言われておるから、この公立病院改革プランに書きました

よではだめなのです。

それから、もう一つ、これは今回医療技術者への奨学金の一部改正のところが出ています。この中に、

いわゆる医療技術者の奨学金の中の例えば准看護師が現場にいるわけです。働きながら看護師免許を取り

たいと、通信教育で免許を取りたいのだと。そうすると、スクーリングや金銭的なものも出てくるのです。

そういう支援体制がこの奨学金の中に含まれているのかどうか、ちょっと聞かせてください。

〇議長（岩﨑隆寿君） 小路市民生活課長。

〇市民福祉部市民生活課長（小路 昭君） ご説明いたします。
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通信制、あとスクーリング等々は想定してございません。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） ですから、そういう細やかなところをやはり私はつくっておかなければならぬと思

うのです。特にこういう意欲のある人には病院の中でも手当てをつくって支給ができるようにするとか、

人材確保ですから、やはりこういう対応をしてほしいのですが、市長、これはどうですか。改正の中で通

信教育への支援というのも盛り込んだらどうでしょう。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 通信教育といってもしっかりその教育機関に在学しているという形になるわけでご

ざいますから、現状の実際に働いている看護師の皆さんの現状等々ももう一回調査させていただいて、そ

ちらの部分でいい部分、効果的な部分も多々あると思いますので、そこはちょっと前向きに検討させてい

ただきたいと思います。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） どういう形で盛り込むのか、いい機会ですから、市長のほうで早速指示をして対応

ができるように、できればしておいてほしいのです。

そこで、やはり先ほどから私締めくくりをしますが、まず市長に現場を見ていただきたい。12月議会の

ときには、現場をのぞいてみたけれども、現場へは直接行って話をしたことがないというふうに言われま

したが、あのときはこういう言い方をしましたよ、病院に行って職員などと話ししたことはないと、のぞ

いたことがあると言った。これのぞくというのがとがめられるおそれもあるから、のぞきはだめです。で

すから、正面から行って、やはり現場の職員の方々を含めて話を聞き、そして病院を見るということを少

なくても月に１回ぐらい私は足を運んでもらいたいと思うのですけれども、いかがですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） できる限りスケジュールを見つけながら、顔を出していろんな意見交換もできる部

分はやりたいと思っています。病院の仕事中、そのものではないところで看護師のお話を聞いたりしたこ

とはございますが、実際の病院の作業を目の当たりにしながら、その場で質問したりどうのこうのという

ことはなかなかできておりませんので、できるだけ機会を見つけたいと思いますが、必ず月１回はと言わ

れる部分におきましては、ちょっと確約はできませんので、努力しますということだけでございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） 市長、そんなことでは全く変わりません。副市長に任せたから、誰々に任せたから、

ここへ明記したからでは変わりません。やはり市長がきちっと目の届く形で現場を確認するということか

ら私は変わっていくのだろうと思いますから、そうしていただきたいというふうに思います。

次に、経営の効率化と収益の確保というところです。私、以前に専門機関に両津病院の経営診断をお願

いしたことがあるのです。この報告書を市長は見ておりますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。
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〇市長（三浦基裕君） 申しわけございません。見てございません。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） この経営診断にはこういうふうに書いてあるのです。「市立病院の現状は、医療需

要と市民要望に応えることのできない公立病院としては最悪の状況を自覚しなければなりません」と書い

てある。「閉院に追い込まれた自治体病院に最も似た病院だ」と書いてある。経営診断で指摘をされてい

る、これはやはり市長はしっかりと捉えて現場対応を私はしていただかないと、まずここからの出発だと

思うのです。今までは議会側が積極的に改善案を出して、それで一時は回復基調にと私も思いましたけれ

ども、結果してまた環境は以前より悪くなってきているのです。やはりここのところは収益を上げるとい

うこと、病院をどう維持していくかということを含めてしっかりとした対応をしないと、人任せではもう

なりません。そこのところを覚悟を決めて対応していただきたいというふうに思います。

公立病院というのは厄介なので、広告をしたり送迎バスを出したりできないのです。しかし、私は営業

活動が１つだけできると思っている。それで、以前にも営業活動をやりなさいよと言ったのです。そこで、

両津病院管理部長、私がどういうことを言っておるかわかりますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） ご説明します。

私が考える、私ができる経営努力とすれば、人間ドックあるいは健康診断等の受け入れの増加かなと思

います。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） そのとおりなのです。人間ドックにどう対応していくか、どういう形でアピールを

していくか、これは市民の健康維持の啓蒙ですから、だから一生懸命企業回りをしたり、市報「さど」を

使って報告をしたりということはできるわけです。これをやはり徹底的にやっていただきたい。そういう

中で、一部収益が上がったと、変わったというふうにも聞いたのだけれども、これは、健康診断だと１件

当たり幾らぐらいの売り上げというか、収益になるのかな。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） ご説明します。

もちろん診療科目によって値段は違いますけれども、法律に定められた事業所健康診断ということであ

れば１万円と考えていただいて結構です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） どうやったら収益が上げられるのか、そしてそれが即市民の健康管理や安全につな

がっていくわけですから、これはやはり最大の努力をして改善をしていくという形をとっていただきたい

と思います。

それから、私12月議会のときに、両津病院については調剤薬局というか、門前薬局にかえなさいよと、

これは私はもう合併以前からずっと言ってきていることです。その話をしておりました。そうしたら、３
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月22日だと思うのです。私、社会文教常任委員会でちょっとほかのこともあって、当時の両津病院管理部

長に鎌をかけたら、いや、今それを検討しておるのだと。そこで、条件が整えばやりたいと思っていると

いうような話でした。これは公立病院改革プランを見ると、相川病院はもうやっていますから、院外処方

を継続してというふうに書いてある。ところが、両津病院のところを見ると、院外処方に対する処方箋の

枚数をとにかく活用するというふうにしか書いていない。ところが、いろいろ情報であると、もう院外調

剤薬局を募集したということを聞きますから、そうすると、もう決断したわけです。そうすると、公立病

院改革プランのところというのは、これがどう整合性があるのか。院外調剤薬局に決めたとき、決裁した

のはいつなのか、この公立病院改革プランの中にどうして明記をしなかったのか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） ご説明をします。

公立病院改革プランの策定日、日にちまでちょっと今私申しわけありません、把握していませんけれど

も、３月中だったというふうに聞いておりますけれども、前両津病院管理部長が３月議会の社会文教常任

委員会等々でもお話ししたように、院外調剤薬局の準備を進めて、整えばそれに移行したいという内容の

ことをお話しさせていただいたところであり、組織としては４月３日付で決裁をとっております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） 私は、提案をした当人ですから大賛成なのです。このことによって、どう収益を変

えていけるのかというシミュレーションも私はずっと直近では12月議会に具体的に切りかえたときの収益

というのを上げております。ですから、これはこれで私は非常に評価をしたいのですが、聞きますと、ど

うも何かおかしな、もやもやした話も聞くのです。もう業者を募集して最高点といいますか、これを５月

６日か何かにホームページに発表しています。私のところへ来た話は、この業者に薬剤師がいるのかと来

たのです。この29日に説明、ガイダンスをやりました。この時点で、薬剤師がこの業者から提示をされて

いるのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） ご説明します。

５月29日のプロポーザル、プレゼンテーションをする場では、企画書にある人数を開設するまでに必ず

雇用することを確約するという企画の提案がございました。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） そうすると、私が聞いているのは、応募が３社あったと聞いているのですが、ほか

の方々もそういう提示はなかったのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） ご説明します。

ほかの２社も開設までに必ず確保できます、あるいはもうほぼほぼ確保できていますというようなご提

案がございました。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。
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祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） そうすると、提示がなかったけれども、ほかの業者で確保しているというような話

もあった。そうすると、薬剤師を確保していない、提示をしない業者と提示をした、あるよといった業者

と、これどこがどう違って点数が変わったのですか。最高の評価をするということの最大の要因は何だっ

たのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） ご説明します。

評価項目は幾つかございます。例えば今のような部分は運営計画というところに係りますけれども、そ

のほかに経営計画、運営計画、地域貢献、施設計画、その他というような形になってくるのですけれども、

例えば運営計画の中でも今の薬剤師の配置ですとか、営業時間ですとか、営業日ですとか、そういう採点

項目の中で、当然いいご提案をされた会社はいい点数がつきますし、その中で全ての合計点という形で採

点をしております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） いい提案というのは何がどうよかったのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） 例えばただいまの薬剤師の確保でいえば、既に私のところで雇用して

いますと。その雇用している薬剤師をこちらの院外調剤薬局に派遣ができる体制が我が社にはございます

といえば、それはもう一も二もなく、その方が仮に途中でやめない限り確実ですから、やはり信頼度とい

う点数は高くなりますし、次にもし私の会社が選ばれたのであれば、開設の日までに確実に薬剤師を確保

しますといったときに、もう採点者それぞれの思いで点数は変わってくるでしょうけれども、これは信じ

るわけですし、仮にこれが開設したときに企画の提案書のものが約束できていなければ、これはもうそれ

こそ契約違反という形になってくるわけでございますので、そこのところは信頼をしております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） そうすると、その時期というのかな、開設まででは困るのだろうと思うのです。こ

れはいつの時期にそれを確認するのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） ご説明します。

今回の佐渡市立両津病院保険調剤薬局整備事業プロポーザル実施要領の中では、年度内に開設するよう

にということがまずこれ条件であります。ですので、これ条件が崩れれば、もうその時点で応募できない

といいましょうか、失格という意味になるのですけれども、それぞれの開設時期は３社とも違っておりま

す。その中で、やはり我々とすれば、より点数がつく開設時期を示す方もいれば、条件の中でという会社

もございますし、次に、ではどの時点で確認するのかということですけれども、これから実際開設に当た

り、いろいろと打ち合わせ等々もあるのでしょうけれども、その中で例えばいつの時期に検査をするとい

う意味のチェックはないですけれども、当然気にかけてどうなりましたというような話はどんどん出てい
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きますし、そして人数が提案したものと違う形で開設しますなんていうことは、それは私ども聞く耳がな

いという話でございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） そうすると、これはホームページに発表されているから、なるべく名前は言わない

ようにしますけれども、最高点であった人はいつ開設をするということになっておるのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） 失礼しました。考えておりましたのは、佐渡市立両津病院保険調剤薬

局整備事業プロポーザル実施要領の企画書の内容については公表しないというのがありましたもので、今

ここで、例えばもう事実としてプロポーザル入札が終わった後ですので、３社ということに対しても私否

定もしませんし、３社と申し上げましたけれども、今のお話は申しわけありませんけれども、もしできれ

ば社会文教常任委員会のほうでご報告させていただければと思いますが。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） そうすると、非常に曖昧なのです。やはりこれはきちっといつまでに開設するよと

いうことでないと、これは困るのです。というのは、あしたから店が始まりますよ、きょうできましたよ

ではないでしょう。これは全て準備があって、そして対応、シミュレーションをやりながらやらないと、

そんなにすぐ立候補できません。ですから、そこのところは明確にいつまでですよということをしないと

だめです。

それから、今これから採用されるということでしょうけれども、少なくともこれからそこへ勤められる

人たちは佐渡市に住所を持つのですよね。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） ご説明します。

そのようなご提案を受けています。これは先ほどのと違って、済みません、先ほどのももう事実でござ

いますので、今選定されたところは12月開設を提案されました。薬剤師につきましては、佐渡市で住所を

持つということでご提案がありました。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） やはり市長、今まで市長は島内企業優先でいくのだよという話をしています。です

から、結果的に島民雇用していただきたいわけですから、この方が新潟市に住所がある人を連れてきたよ

というのでは困るので、佐渡市の入札条件の中に、支店を設けるときにも何名以上、島内に住民登録がな

いとだめだよということで、入札参加をする方々の会社は全て佐渡市に住所を移してもらっているわけで

す。やはりそういう形をきっちりとっていかないと、私は難しいのだろうな、理解されないのだろうなと

思いますので、そこのところはしっかりと対応してください。

それから、なぜ私がこんな話をするかといいますと、非常におかしな経過があったのです。私のところ

へまず３月の初め、実は新潟のこの業界の方から電話があった。そして、佐渡市は両津病院を院外調剤薬
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局にするというけれども、周辺の土地事情を聞いてきたのです。だけれども、私はちょうど議会開催にな

りますから、この中で聞けばいいよということで先ほど話をしたように、22日の日に社会文教常任委員会

で聞いたのです、私が。そうしたら、当時の両津病院管理部長は、院外調剤薬局を条件が整えばやりたい

のだと、やるとは言わなかった。やりたいという話があった。今聞くと、４月６日に市長決裁をもらった

のですということは、内部的にはそのときにもう決まっていたということです。少なくとも12月議会にあ

れだけやりとりをして、そして院内調剤薬局でいくのだとはっきり言ったのです。にもかかわらず、この

中で変化が出てきた。そうしたら、少なくとも提案をした私にはこういう形で市長決裁をもらいましたと

か、もらいますとかということぐらい言わなければ、これが信義でしょう。市長、そう思いませんか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 議員個人に承諾というか、報告する云々については、ここでのコメントは避けさせ

ていただきます。

ただ、４月６日当日上がってきて、私も決裁したのはわかっております。正式にプロポーザルの形で一

般公募したいという話が上がってきたのは、その直近のことだったと思います。ただ、ある程度のスキー

ムはかなり組み立てられているものということを報告受けましたので、判を押させていただいたというこ

とでございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） 市長、議会との関係でこれだけやりとりをして、そして腹を固めて決裁をするとい

うのは、これはどうだろうといって、こういうことにしますよということぐらい言うのは当たり前ですよ、

そんなのは。私が今言ったように、３月の初めにそういう話があった。そして、今度の経過があって、い

ろいろあった中で、ある議員が私に、「おい、それはそうとな、10月10日前後に新潟のある人が俺んとこ

へ来て、「両津病院が調剤をやるというんだが」という話をした」というのだ。そして、その方は病院に

電話を入れたと。そうしたら、「内部の話なのにどうして」とろうばいしていたのだと。だけれども、俺

はそのとき全く状況がわからぬものだから、それっきり電話を切って、こういういろいろな話が出てきて、

つい最近そのことを私に言ったのです。そうすると、もう３月当時からそういう業界の中で動いていたと

いうことなのです。今市長が言うように、決裁前だとか、決裁だとか、議員に言う必要ないとか、とんで

もない話でしょう。何で外部でひとり歩きするの、こんな話が。おかしくないですか。市長、どうですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 今議員がご指摘の昨年の10月の話あるいはこの３月上旬に議員のほうにどのような

情報が耳に入ったか知りませんが、今議員ご指摘のお話についても一切私のほうは耳にしておりませんし、

その部分で内部的にもそういう動きで外にもいろんなやりとりをしているという話も一切私は存じ上げて

おりません。とにかく今回のプロポーザルについて、病院サイド含めて担当課のほうからその方向でやり

たいとお話が上がってきたときに、すっかり全て完全ガラス張りの公開でやること、選考委員についても

病院の内部あるいは職員の内部だけでなく、外部の選考委員も必ず半数近く入れること、採点要綱の中に

はこういう項目もちゃんと組み込んであるかどうかも確認してくださいと、そのような指示はしましたが、

それ以外のことは私一切関知しておりません。
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〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） 市長、先走って物を言わないほうがいい。私は、あなたがどうこうしたと言ってい

るのではないのです。そんな言いわけは見苦しい。あなたが漏らしたというなら、あなたのような今の言

いわけしなさい。私、あなたが漏らすなんて一言も言わないのだ。これ以上のことは、ここでは公だから

言わないけれども、そんな形の言いわけをするものではないですよ。

そこで、これ病院の関係は非常に厄介。というのは、私が12月議会に提案したころは薬剤師がまだ３人

いたのです。ですから、移行する形で収益が上がるのはこれだけだよと、しかし医療の現場指導という、

入院患者への指導という形がこれだけ収益が上がってくるよと、これをやらないとだめなのだぞと、そう

いうことを私は明確に話をしたのです。これは月２回できるから、どういう形であれ、対応すべきだよと。

そうすると、このくらいの収益が上がるぞといって数字も示して私が話をしたのです。ところが、今回は

薬剤師がやめる。追い込まれて、どうにもならなくなって移行するのです。非常に収益は小さくなる。だ

から、こういう余裕のあるときに、私は、ですからもう合併以前からずっと言っているのです。こういう

中でやったらこれだけの収益が上がると、ここで動かないならだめだから、では全部適用にするかとやっ

たわけです。これは現場に緊張感を持たせなければだめなのです。ですから、こういう形で収益を上げる

ことで現場が締まってくるだろう、上げられる収益を上げられるだろうと私は当時の両津病院管理部長に

詰めた。ところが、院内調剤薬局でやるのだとはっきり言っている。だから、この中にどういう経過があ

ったのか、追い込まれてどうしようもなくてやったというのも１つでしょう。ですから、そこはそれで私

は了とするけれども、やはりここのところはすっきりした形にしておかないと、変なことを私は残しては

ならないなと思っているのです。

では、ここで今院外調剤薬局に移行します。来年度、ここで今平均すると170枚ぐらい出るのかな、調

剤が。これは結果的にどのくらいの調剤処理ができるのか。内部処理は何枚ぐらいしなければならないの

か。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） ご説明します。

院内入院患者への処方箋として、１日に大体80枚前後だと思われます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） それで、私があなたのところから出してもらった資料を見ると、恐らく院外調剤薬

局に回せるのが170枚ぐらいなのかなと思うのです。そして、内部処理をしなければならないのが30枚か

ら40枚出てくるのだと。そうすると、今２人の薬剤師で対応しなければならなくなってきて、結果して一

番収益を上げられる薬剤指導のところに手が回らなくなるのだ。やれたにしても本当に小さくなってしま

う。ですから、収益部分がぎゅっと縮まるのです。だから、そこのところをしっかりしなさいよと。今院

外調剤薬局に切りかえても、１枚当たり二十三、四点しか変わらない。ですから、大したことにならない

から、そういう形で薬剤指導するようにしなさいよと、いわゆる入院患者への指導に取り組めという話を

したのだけれども、非常に今やっているのが小さいから、そこのところはできるだけ小まめにするという



- 312 -

のかな、スピーディーに内部対応をして、そして時間をとって入院患者への指導をやる、そのことによっ

て収益が変わっていくわけですから、そういう体制をとってもらいたい、どうですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 伊藤両津病院管理部長。

〇両津病院管理部長（伊藤浩二君） ご説明します。

投薬指導につきましては、薬剤部からもそのような提案があり、院内一丸となってそれは実現できるよ

うに検討をしておるところでございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） 頑張ってください。そうしないと、全く意味がなくなってきます。

それで、これも総括になってしまうのだけれども、重要なことは、いかにこの病院を皆さんが利用する

かということなのです。一度ここで私も前に聞いたことがあるのですが、今幹部職員の中で健康診断以外

に両津病院をかかりつけ医、相川病院をかかりつけ医として病院を利用している方はちょっと手を挙げて。

〔何事か呼ぶ者あり〕

〇議長（岩﨑隆寿君） どうぞ質問を続けてください。

〇19番（祝 優雄君） 前回よりちょっとふえた。だけれども、半分いない。これはやはり家族も含めて、

まずは両津病院、相川病院、市立病院を皆さんは利用する。そして、必要があれば的確なところに、医療

機関に紹介状をもらって回っていく、これはかえって時間がかからなくて、向こうの病院に行ったときに

早いのです。ですから、そういう形にして病院をどう活用するか、これを徹底させてください。市長、こ

れ職員に徹底してくれますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 極力そのように進めたいとは思いますが、業務命令としてできるものではございま

せん。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） これは後の言葉は要らないのです。やると言えばそれでいいわけではないですか。

やるのです。

そこで、もう一つ提案をしておきますが、医療技術者の名簿づくり、医師の名簿も含めてやっておいて

いただきたいということ。

最後に１つ、両津病院の医療体制に副院長を３人制にしてください。医師が１人、看護師が１人、事務

長が１人、これによって責任感をきちっと持って私は対応できると思う、市長どうですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 今ご指摘いただいた体制については、これまで想定していなかったもので、検討さ

せていただきます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

祝優雄君。

〇19番（祝 優雄君） 今ここまで来ましたから、一生懸命現場でやっていただく以外にないので、両津病
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院管理部長、ひとつ頑張ってください。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 以上で祝優雄君の一般質問は終わりました。

ここで、10分間休憩いたします。

午後 ２時５０分 休憩

午後 ３時００分 再開

〇議長（岩﨑隆寿君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

近藤和義君の一般質問を許します。

近藤和義君。

〔18番 近藤和義君登壇〕

〇18番（近藤和義君） 北方領土返還要求運動新潟県民会議会長の近藤和義であります。本定例会最後の一

般質問をいたします。

６月19日、外務省は航空機を使った北方領土への元島民による墓参を濃霧のため中止いたしました。こ

の夏中に実施するための再度のロシア政府との日程調整となりますが、安倍晋三首相は、同日の記者会見

で、空路による墓参について天候が許すできるだけ早い時期に実施したいと述べています。昨年12月、山

口県での日露首脳会談で北方領土への元島民の自由訪問実施の合意を受けての初の試みだった空路での墓

参は18日を予定していましたが、濃霧で延期され、予備日の19日も天候が回復しませんでした。日本政府

は、今後の４島での日露共同活動を見据えて、航空機を使った往来の定着を狙っています。また、高齢化

している元島民の船での長旅の負担を軽減できるものであり、今回は極めて残念でありました。今後早い

機会に空路墓参が実現することを切望いたします。

一方、同じく一昨日６月19日には、喜ばしい出来事もありました。待ちに待った金井温泉金北の里が同

日再開し、多くの市民の皆さんでにぎわっています。私は、昨日、一昨日とも入湯しましたが、金井温泉

金北の里は塩分の強い泉質で、腰痛持ちの私も極めてぐあいがよく、きょうは元気いっぱいでここに登壇

しています。ぜひとも多くの皆さんにご利用いただき、私のように元気になってもらいたいと思います。

それでは、質問に入ります。近藤資料ナンバー１、北朝鮮有事に対する対応であります。北朝鮮による

相次ぐ弾道ミサイル発射を受けて、国際連合安全保障理事会が新たな対北制裁決議を全会一致で採択した。

しかし、北朝鮮の挑発に対する国際連合安全保障理事会の報道声明による警告はことごとく無視され、北

朝鮮は５月、３週連続で弾道ミサイルを発射し、佐渡沖の排他的経済水域内にも着弾している。

政治の本分は、市民の生命と財産を守ることである。特に外交、安全保障環境が急速に悪化していく中

で、佐渡市民に示すべき政策として、北朝鮮有事の際の諸課題を精査し、対処法を確立することが不可欠

である。北朝鮮有事の際には、一昨年成立した安全保障法制にのっとれば、重要影響事態になる。どのよ

うな事態が想定され、いかなる事態に直面して、いかなる対処が必要か、国境離島、ガメラレーダー立地、

原子力発電所立地圏内の佐渡市として明らかにする必要がある。

近藤資料ナンバー２、米30年問題。行政や農協から「犯罪者」扱いされながらも、秋田・大潟村「あき

たこまち生産者協会」涌井徹代表の闘い。米30年問題を乗り切るには、加工による付加価値と輸出が必要。
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涌井氏は、若者が夢と希望を持てる農業にしたいなら生産だけではだめで、生産、加工、販売をすること

が必要だと考える。

近藤資料ナンバー３、島内乳業事業。佐渡産牛乳は、島内はもとより島外においても高い評価を得てい

る。また、佐渡の特産品として培ってきた生乳加工品も新設したプラントでさらに価値を高めることで、

島内企業としての雇用確保や消費者への食育機会の拡大などの地域貢献が期待できる。佐渡市としては、

生乳プラント建設の支援と生乳生産量の向上を目指して酪農経営体の育成支援が不可欠である。

近藤資料ナンバー４、悪性新生物死亡率。犬は、人間の100万倍から１億倍の嗅覚を持ち、がん特有の

においに反応する。現在日本にいるがん探知犬は５頭で、６種類のがん、乳がん、大腸がん、胃がん、前

立腺がん、白血病のにおいのかぎ分けが可能で、その判定確率はステージゼロも含めて99.7％である。佐

渡市は、がんによる死亡率は県内20市の中で最も高く、全国平均の約1.9倍であり、がん探知犬による検

査の導入を検討すべきである。

近藤資料ナンバー５、犬や猫の殺処分ゼロへ。犬や猫は、人間に最も身近な動物であり、家族同様の存

在として、私たちの生活に癒やしと潤いを与えてくれる。その一方で、飼い主の犬や猫の習性に対する理

解不足による身勝手で無責任な飼育放棄により、多くの犬や猫が殺処分されている。犬や猫の命を尊ぶこ

とが、ひいては人間の命の尊厳の確保につながることに鑑み、命の大切さに対する認識を新たにして行動

することが求められている。犬や猫の殺処分ゼロを目指して、犬や猫とともに暮らせる社会の実現に向け

て行動することが肝要である。殺されるために生まれてくる不幸な命を生み出さないために、不妊、去勢

をすべきである。

それでは、具体的に質問します。１、北朝鮮有事等に対する市の対応。

２、農業政策。

（１）、米の直接支払い廃止・生産調整見直しによる佐渡市農業への影響と対策。

（２）、生乳プラント建設内容と佐渡市における酪農経営体育成の具体策。

３、福祉政策。

（１）、がん探知犬による検査を実施すべき。

（２）、第７期介護保険事業計画の特別養護老人ホーム整備方針。

４、野良猫対策。

（１）、不妊、去勢手術料金の市の補助をすべき。

（２）、佐渡保健所動物管理舎の狭隘解消を県に要請すべき。

５、佐渡金銀山世界遺産登録の見通しと今後の対応。

６、本庁舎建設問題。

（１）、訴訟の内容と市長所見。

（２）、月刊誌の特集内容（財界にいがた６月号・全６ページ）と市長所見。

以上、１回目の質問といたします。

〇議長（岩﨑隆寿君） 近藤和義君の一般質問に対する答弁を許します。

三浦市長。

〔市長 三浦基裕君登壇〕
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〇市長（三浦基裕君） それでは、近藤議員の一般質問にお答えさせていただきます。

まず、北朝鮮有事等に対する対応でございます。北朝鮮の弾道ミサイルが佐渡市周辺に着弾する、もし

くは着弾すると予想される場合は、国からその情報が全国瞬時警報システム、通称Ｊアラートで配信され

ます。Ｊアラートは、佐渡市緊急情報伝達システムと直結しておりますので、各家庭の戸別受信機や屋外

拡声器から最大音量でその情報が配信されますし、携帯電話会社のサービスを利用したエリアメールでも

情報が配信されます。その後、市は直ちに対策本部を設置し、国、県と情報を共有しながら必要な対応に

当たるということになります。

次に、農業政策についてです。47年続いてきた減反政策が廃止されることから、米政策の大きな転換期

であり、需給バランスが崩れ、米価の下落も予想されます。米の直接支払交付金の廃止については、全国

的に取り組む課題であり、多様な米づくりによる農地の再利用と有効活用が大事になってきます。自立し

た農業経営のためには、需要に応じた生産による価格下落の防止、大規模化や効率化による生産コストの

低減、複合経営化やジアスブランドによる高付加価値化、初期投資への支援などにより農家所得の向上に

よる持続可能な農業を目指す必要がございます。また、生乳プラントの建設内容並びに酪農経営体育成の

具体策につきましては、産業観光部長のほうから説明させていただきます。

次に、福祉政策です。がん探知犬による検査についてでございます。山形県金山町と日本医科大学千葉

北総病院が共同で実施しているにおい識別装置とがん探知犬によるがん検診の研究事業については、がん

の早期発見につながる実証結果が得られるか興味のあるところでございます。この検査方法が受診者の体

への負担がないことのメリットから、がん検診受診率の向上に反映されるのか、先進地の研究成果を注視

していきたいと思っております。

第７期介護保険事業計画についてです。特別養護老人ホームの施設整備につきましては、将来人口推計、

介護需要、特別養護老人ホームへの入所申し込み状況、人材に関する確保の見込みなどから施設整備の必

要性を検討し、施設の規模、整備地区等は今年度策定予定の第７期介護保険事業計画に盛り込みたいと考

えております。また、施設整備の事業者は公募により決定していきたいと考えております。

野良猫対策についてでございますが、県では所有者のいない猫の不妊、去勢手術を受けさせた個人また

は団体に対し、平成28年５月から手術費用の補助を実施しております。この補助事業に対し、佐渡市補助

金等交付規準により、市が上乗せで補助することは現在考えていません。

保健所の動物管理舎の狭隘につきましては、現状を確認した上で、獣医師会など関係団体等の意見も聞

きながら、必要な施設整備について県に働きかけていきたいと考えております。

次に、佐渡金銀山世界遺産登録の見通しについてでございます。佐渡金銀山は、国内外の専門家から大

変高く評価をされ、世界遺産としての価値は十分にあるものと自信を持っており、ことしこそは間違いな

く国内候補に選定いただけるものと考えております。今後も関係各課を横断する全庁的体制のもと、ユネ

スコへの推薦書提出やイコモス審査に対応するチーム、登録後の受け入れ態勢づくりや環境整備に対応す

るチームなどに分け、効率的かつ戦略的に最終目標へ向けて対応していきたいと考えております。

本庁舎建設問題の訴訟内容についてでございます。今回の訴訟の内容は、新庁舎を建設した場合と建設

しないで現庁舎を34年間使用した場合の試算の比較で、一般財源の差額となる９億7,000万円の損害賠償

金及び遅延損害金の請求と今年度予算に計上した本庁舎改修事業費3,200万円の支出差しとめということ
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になっております。この件につきましては、粛々と対応していきたいと考えております。

次に、月刊誌の特集の件につきましては、私の掌握している事実と比べまして異なっている点が多々あ

ると感じております。

私からの答弁は以上でございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 安藤産業観光部長。

〇産業観光部長（安藤信義君） ご説明をいたします。

生乳プラントの整備内容です。総事業費５億6,135万7,000円、このうち補助対象事業費が５億2,244万

1,000円になります。総事業費の内訳ですけれども、牛乳製造設備、クリーム製造設備などの機械機器設

備の整備に４億1,160万円、既存施設の改修、排水処理設備などの施設整備に１億2,647万7,000円、外装

工事に2,328万円となっております。

酪農家の育成でありますけれども、14戸ある酪農家のうち、４戸において規模拡大の意向があります。

畜産クラスター計画では、乳用牛を現在の230頭から280頭へ増頭を目指していますので、畜産クラスター

事業などを活用し、畜舎設備による労働負担軽減及び使用管理の改善を行い、地域全体での生乳生産量の

増加と生産効率向上を図るために支援を行います。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） 近藤資料のナンバー６です。今市長答弁で異なっていることが多々あると言われま

したので、ちょっと伺ってみたいと思います。

「市役所新庁舎建設で露呈した三浦・佐渡市長の統括能力。市民サイドからも大きな反対運動は起きな

かった佐渡市新庁舎建設事業。建設を前提に進められてきた前市政は、昨春の市長選に当選した三浦基裕

市長になってからも継続されるものと思われていた。ところが昨夏、三浦市長は当然、掌を返し、結果的

に市庁舎建設は不可能となった。島を二分し、揚げ句に庁舎建設を担当していた課長が自殺、世界遺産登

録は覚束ない」、「問題は島を二分した。新潟日報は３月22日、同19日夜に佐渡市役所の男性課長が、島内

の農道に停車していた車の中で死んでいる事件を報じた。「聞いた話によると、練炭自殺だという。彼は

当時、財務課長だった。市役所新庁舎建設事業を担当していた。この事業の問題で悩み、苦にした末の自

殺だったと言われている」」、「建設を前提に業務を遂行してきたのに、ある日を境に真逆の仕事をやるこ

とになり、真逆の説明をすることになる。真二つに割れた世論、議会では板挟みになる。彼らの心が病む

ほど、問題は深い闇をまとっていたことを物語る」。

役所関係者にこう漏らしていたそうです。「役所をやめにゃならんな。そして、何で俺がこんな目に遭

わにゃならんだ」。

財務課長の家人がテレビの取材にこう話していました。「随分前から苦しんでいる様子で、仕事をやめ

たいと漏らしていた。本人は周囲に本庁舎は建設すべきと漏らしていた。その考えとは別の仕事をしなけ

ればならず、また議会や市民に説明していかなければなりません。彼を苦しめた一番の要因だったのでは

ないかと思う」というふうに書かれています。市長は、この記事をどのように受けとめていますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。
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〇市長（三浦基裕君） まず、当該の課長につきましては、私の就任以降、庁舎問題のメーンの担当という

立場ではございませんでした。さらに、いろいろ私の動きの部分では事実の部分もありますが、課長のコ

メント等について、私自身が、あるいはここの執行部の職員等も把握していないコメントも多々あるので、

どこまで真実かどうかわかりませんが、亡くなった人間に対して非常に私個人の感覚としては心ない記事

だと思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） 正直に申し上げます。私は本庁舎問題、ずっと一般質問でも、それから全員協議会

でも議員懇談会でも追及をしてきました。そのたびに何回か前の財務課長に電話をしていましたし、実際

に会いました。彼は、最後まで建てるべきということを崩さなかったです。私は、これ本会議ですから絶

対うそを言わないし、本当は答えてもらいたい職員いるのですが、彼らにも今の市長は間違っていると、

財務的には絶対に建てるべきだと最後まで言っていた、これは本当です。市長、どうですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 職員の方々が近藤議員にどのように話していたかどうかについては、私の関知する

範囲を超えておりますので、コメントは控えさせていただきます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） 心もとない記事だと市長は評価をしていますが、このことで悩んで彼を自殺に追い

やったのではないかと私は思っています。

次へ行きます。「新築よりボロ家を使う。３月に「集約案」を議決していた議会は、建設推進派の議員

らによる発議で「集約案」による新庁舎建設の実施を決議。市長と議会の対立が鮮明となった。同年12月、

「新庁舎建設の是非は住民投票で決めよう」という趣旨の住民投票条例案が議会で審議される。賛成過半

数で可決。住民投票が実施されると思いきや、この議決に異議を唱えた三浦市長は同条例案を再議に付す。

可決要件が３分の２となる再議では、賛成票がこれに届かず、条例案は廃案となる」、「「現状維持案」で

は、老朽化した現本庁舎の耐用年数を65年とし、平成62年までの34年間、使うとした」、「修繕改修・運用

等に約17億円、エレベーター設置・防災機能追加に約２億円、第２庁舎建設に約３億円、現本庁舎解体を

含む新庁舎建設に約32億円、その他経費を含め総コスト約56億円とした」、「「自前のお金９億円で30億円

の新築が建つのに、20億円使ってリフォームするバカな話があるかいな」」、「「現本庁舎の執務室は国基準

の70％、市民の相談をする場にも使用される会議室は同30％しかない。つまり手狭かつプライバシーの問

題が生じている。議会や教育委員会は現本庁舎内にはない。本庁機能を果たしているとは言えない状況を

今後30年も続けるという魂胆が分からない」」ということで記事になっています。この意見は、私はまさ

に今まで私が言ってきたことと偶然ですが、一緒ですが、正論と思いますが、改めて市長、この意見に対

する意見を聞きたい。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） まず、最初の部分でございますが、私最初の答弁で言いましたのは、「心もとない

と感じている」とは言っておりません。「心ない記事だと感じました」と言いました。「心もとない」と「心
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ない」では日本語として全く意味が違いますので、そこは誤解なきようよろしくお願いいたします。

さらに、今、後半部で議員が朗読していただいた記事の内容等につきましては、これまで昨年12月まで

の議会の中で一つ一つ手続、手順を踏みながらやってきたものでありますから、ここで改めてコメントす

るつもりはございません。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） コメントないことは想定内です。

でも、次の佐渡青年会議所の意見書については、私たちコメントを一回も市長から聞いたことがなかっ

たので、気持ちを教えていただきたい。「昨年の９月26日に「佐渡市新庁舎建設に関する意見書」を三浦

市長に提出した。「私たち若い世代の生の声を受け止め、庁舎問題に反映して欲しい」とある。意見内容

の一部を記す」ということで書かれています。「「集約案」は、議会で議論を重ねた後、アンケート、有識

者会議、パブリックコメント等、市民の声を聞いた案になっている。市民の声を聞かずに「現状維持案」

を提案することに問題があるのでは？」、「「現状維持案」は作為的に感じる」、「現庁舎を耐震補強しても

不安に感じる。有事の際においても防災機能と行政機能が果たせる建物が必要だ」という文書が市長のと

ころへ提出されていたのです。私、この原文は見たことなかったのですが、これに対する市長のコメント

はいただけますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） その佐渡青年会議所名の文書については、確かに私のほうに届きました。その中身

について、書かれている内容について私がここで論評する立場にはございません。

ただ、後日談になりますが、佐渡青年会議所の幹部の一部の方々あるいは同時に一緒の名前が加わって

おります商工会の青年部の一部の方々から、これは我々の出した団体の総意で書いたものではございませ

んという別途の連絡もいただいたのは間違いがございません。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） そうしますと、佐渡青年会議所が出している意見書は佐渡青年会議所の総意ではな

くて、佐渡青年会議所の一部の方が勝手に書いて市長室へ行ったという話なのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） そのように私は言ってはおりません。この文書をいただいたこととは別の日にちの

ときに、別の複数の佐渡青年会議所に属する人々からそのようなご連絡をいただいた事実がございますと

いうことを話させていただいただけでございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） 言っていることがよくわかりませんが、佐渡青年会議所で決議して出したと私は聞

いています。それに対して、市長は後日来て、それは違ったのだというような話を今されましたか。違う

のですか、ちょっとわかりません。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。
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〇市長（三浦基裕君） 何度も申し上げますが、その文書は佐渡青年会議所の名前でいただきました。その

文書とは全く別の機会で、その文書の内容そのものが全部私どもの総意として書き込まれた内容ではない

部分がありますという連絡を別途のメンバーからいただいたという事実もございますということをお話し

しているだけでございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） ちょっとわかりません。他人の組織批判はしたくないし、そういう本会議コメント

はいかがなものかとは私は思います。

最後に聞きます。読むと長いので、割愛して読みますが、市長は何回もこれ読んだかもわかりませんが、

「佐渡は離島であるため逃げ場が限られ、本土より長い期間を想定した備蓄が必要になります。島民は島

以外に逃げ場がないのです。現本庁舎は老朽化著しく、この修繕に加え、分散している行政機能による職

員の移動などの経費が年間1,000万円から2,000万円かかっています。耐震についても不安があり、災害時

に対策本部としての機能を果たせるかどうか不安な面がありました。役場が壊滅して災害対策本部が機能

しなかったとき、どこで誰が国からの指令を受け、また職員に対し指令を出し、そして誰が市民の安全、

安心を守ってくれるのでしょうか。だからこそ、強固な庁舎をという考えに転換したのです」、これ前、

市長のコメントとして書かれていました。災害時を考えたときに、本当に今まで市長にも申し上げてきま

したが、古屋の造作では、特に３階建てでは危険であるというふうなことを常々市長にも言ってきました

が、これもコメントなしですか。今新しい災害対応できる庁舎が必要だとは思いませんでしたか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 業務継続可能な環境設定は必要だと今も思っておりますし、それは現庁舎の改修の

中で対応しようと思って今計画を組んでいるところでございます。

あと佐渡の広範囲、島の広さを考えましても、災害対応につきましては、どうしても一極集中の災害対

応とはなりません。支所、行政サービスセンターも含めた地域ごと、その災害の状況に合わせた対応をと

れる環境をしっかりつくっていくことのほうが、佐渡にとっては有意義だと思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） まさに見解の相違です。危ない建物を何カ所も持っていてもだめなのです。災害対

策本部というのはしっかりした建物が必要で、今古屋の造作をしたみたいな本庁舎で災害対策本部は無理

です。私は、これ本当に正論だと正直思っています。別にどこの地区に本庁舎がどうのこうのという気持

ちではないのです。しかも、９億円で30億円建つのに、古屋の造作に今後佐渡市の試算としては20億円使

うことになっています。こんな不合理なことをして、市民はわからない人が多いけれども、しかも議会の

過半数建てましょうと言っているのを無視して、再議まで使って市民の意見も、それから議会の意見も聞

かずに１人で突っ走る。市長は本会議で「ボトムアップではなくてトップダウンだったので申しわけない、

私一人の判断で進んでいます」という答弁もらっていますが、そのやり口は間違いです。多くの市民と議

会の意見もよく聞いて判断して、本当に市民のためになる政策を打つのが市長ではないですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。
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〇市長（三浦基裕君） 誤解なきように１つだけ言わせていただきますが、再議にかけさせていただいたの

は庁舎の建設云々ではなくて、それに絡む住民投票請求に対する議決に対して再議をかけさせていただい

たものでございます。それ以外の部分につきましては、近藤議員と私のほうで見解の相違があるのは以前

からやりとりの中でもずっと同じだと思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） だから、私の言っているとおりでしょう。市民の意見を聞くために住民投票をやり

ましょうというのを市長はやらずに進んでいるわけです。市民の意見を無視するわけ。それは住民投票の

結果、建てるほうに転ぶか、建てないほうに転ぶかわかりませんが、市民の意見を広く聞きましょうとい

うのは聞いたらいいではないですか。それも聞かない。トップダウンで何でもやってしまうというのは、

私は理解ができないのです。

訴訟の内容、事細かに先ほど答弁いただきました。まさにそのとおりです。網の部分を簡単に、全部は

読めませんが、Ａ案が45億3,954万3,000円かかると、Ｃ案は55億1,078万2,000円かかるので、Ａ案のほう

が低廉なのだと。なのに、市長は経済的に不合理なのにＣ案のために3,200万円の支出を今回するのは、

地方自治法第232条第１項でいう普通地方公共団体の事務を処理するために必要な経費には該当せず、か

つ地方財政法第４条の「その目的を達成するための必要且つ最少の限度をこえて、これを支出してはなら

ない」との規律に違反するものであり、その支出は違法だという弁護士の見解です。

もう一つは、市長、先ほど答弁したとおりです。Ａ案とＣ案と比べると、Ａ案というのは今まで議会議

決を得ながら進めてきた案です。Ｃ案というのは、市長がどうでも１人でやりたいという案でした。差額

が９億7,000万円あるから、それは市長に出してもらわなければならない。ここには不法行為ないし債務

不履行による賠償責任を負っていると、このように書かれている。この私が言った内容は間違いはないで

すね。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉総務部長。

〇総務部長（渡邉裕次君） ご説明します。

今ほどの数字の入っている部分については事実だと思いますが、今網かけの入っている部分、これにつ

いては、まさしく提訴を受けておりますので、この部分については争点になる可能性も十分にあります。

したがいまして、この一般質問の中で議論させていただくのは適切ではないというふうに考えております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） 議論するつもりはありません。私が読んだ近藤資料に載せた訴状の内容は間違いな

いですねという質問をしたのです。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉総務部長。

〇総務部長（渡邉裕次君） 数字の部分については間違いないと思います。ただし、いろんなコメントがあ

ります。ここの部分については十分争点になりますので、コメントは控えたいと思います。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。
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〇18番（近藤和義君） 争点になる部分はあるでしょう。でも、５月24日の訴状については、佐渡市が受け

取っている訴状でしょうから、この文言に間違いはないですねと言っているだけ。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉総務部長。

〇総務部長（渡邉裕次君） 何度も同じになりますけれども、数字が書いてある部分については、議会のほ

うでも報告された数字を引用されておりますし、間違いないと思っております。しかしながら、ここの訴

状が間違いないかというお尋ねなのですが、ここにこういうこうこうこうで違法であるとか、こういう義

務を負っているとか、いろんなコメントがありますので、これは提出された方のお考えでありますので、

この網かけ全体について間違いないかという部分については、コメントを控えたいということであります。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） 内容を聞いているのではないというの。佐渡市が受け取った訴状、私がコピーした

つもりだけれども、この訴状に間違いないですかと言っているのに、なに何回も変な答弁しているのだ。

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉総務部長。

〇総務部長（渡邉裕次君） この訴状が佐渡市が受け取ったものと間違いないかということでしょうか。そ

ういうことであれば間違いございません。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） 私は、市長、もうここまで来れば合併特例債はとても間に合わない。だけれども、

今こうやって雑誌でも特集が書かれて裁判も起きているわけです。議会議決を経て積み上げてきたＡ案な

のです。議会の多数意見も、そっちのほうで建てるべきが多いわけです。市長は、あえて……

〔何事か呼ぶ者あり〕

〇18番（近藤和義君） ちょっと静かにして、議長。

あえて市民の血税を９億7,000万円も多く出さなければいけない、そっちを選んだ理由がわからない。

全くわからない。市民の負担は、市長案のほうがうんと多いわけです。34年後まで庁舎建設延ばすという

市長のこだわりが私は理解できないのです。今建ったほうが市民の負担が少なくてうんといいでしょう。

何回も言ってきました。でも、市長は１回言ったことを取り消さない。ずっと議会の過半数であろうが何

であろうが、市民の意見を聞きましょうと住民投票条例まで拒否する。しかも、庁舎問題に対しては全国

で初めての再議にかける。やり方が私は理解できないの。市民の有利なほうに動くというのが市長ではな

いかと思うのです。それを10億円も余計金かかる、古屋の造作に20億円もこれからかけていくというふう

な話にどうしてこだわるのですかというのが大体わかってきたのです、理由が。ここでは言えません。こ

の前さわり言っただけでも電話が何本も鳴りましたので言えませんが、一言で言うと、こちらをどうして

も固執する。私は、具体的に言えないのです。言えないけれども、市長のよこしまな考えだと思う。そこ

に起因している、必ず。どうやって考えても、市民の得するほう、市民の有利なほうへ動くのが市長とし

て当たり前。ところが、ほかの要因があって、どうしても10億円損しても古屋の造作で続けたい。34年も、

災害来たら危ない、危ないのは市長はわかっている。わかっているけれども、災害対策本部として立派な

ものを建てないで、危ないのを10カ所でいいという、その理由はここでは言えません。言えませんけれど
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も、これだけ市民を犠牲にして、便宜供与だとしたら絶対に間違っています。

私は、今回の裁判、法律のことはわかりません。わからないけれども、正義、正論は絶対最後勝ちます。

よこしまなものは最後は負けるのです。30年議員やっていますが、何回も見てきました。私は、私の主張

してやってきたこと、議会の過半数に賛成してもらってやっているこの庁舎問題は正論です。どんなに権

力使おうが、正論は必ず勝ちます。市長のやっていること、言っていることは正しくないのです。反論し

ますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 議員が言いたくても言えないという内容については、前回の件もありますので、お

およその見当はついております。それについて１つだけはっきり言わせていただきますが、そういう点含

めたよこしまな部分は一切ございません。よってもって、今回訴訟されているのは民事でありますので、

民事の裁判の中で対応して、粛々とやっていきますが、よこしまな部分がない、そこははっきりしており

ますので、今議員がおっしゃるのとは逆に、今回の裁判については、100％私のほうが勝てるものと思っ

て今対応している最中でございます。

さらに言いますれば、先ほどの言えなかった部分からの論理展開も含め、去年ずっと私も言わせていた

だいた中で、新庁舎建設に係るコストの問題については10億円の損をしているわけではない、全然そうで

はない部分の説明も粛々とこれまでもしている部分もございます。それをここで改めて言うつもりはござ

いませんので、議員のよこしまなとご指摘になるところから含めた全ての論理展開につきましては、改め

て敬意を表させていただきます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） やめます。やめますけれども、市長の考えている、私が主張しようとしているよこ

しまと違うのです。違うけれども、本当の市民のための判断を市長、していないことはここで正式に断言

します。言えない、言えないけれども、かなり市長の周りを見てもよこしまなことが多い。これは必ずぼ

ろが出ます。ちょっと年月かかるけれども、そのうち見ていてください。断言します。

次、行きます。弾道ミサイルですが、私の近藤資料の新聞記事によると、ちょっと答弁でも言っていま

したが、国民保護計画に基づく災害対策本部の訓練を県がやったと言っていますが、具体的にどのような

訓練をしたのかな。これ所管誰ですか、総務課長、総務部長。

〇議長（岩﨑隆寿君） その前に、市長より発言を求められております。

三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 済みません、今の質問を遮って申しわけございません。

先ほど最後、答弁しようと思いましたが、ちょっとタイミングがずれました。議員、断言するとおっし

ゃっていただいたので、改めてコメントさせていただきます。

（下線部分は329頁の発言取消しに基づき取消し）

〇議長（岩﨑隆寿君） 渡邉総務部長。
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〇総務部長（渡邉裕次君） それでは、先般の県の訓練でありますけれども、今回は６月12日に県内では燕

市が国、県、市町村合同の弾道ミサイルを想定した住民避難訓練というものを実施いたしました。これに

つきましては、佐渡市としましても今回の合同訓練に手挙げをしていたところでありますけれども、原子

力発電所30キロメートル圏内ということも立地上のこともあったということで、燕市が今回は候補に挙が

っております。これにつきましては、国からの通称Ｊアラートというものを使って住民に情報を伝達し、

避難訓練を実施したというものが燕市の訓練の実態であります。当市としましては、別の形の緊急情報ネ

ットワークシステムを用いて情報伝達訓練というものを実施いたしました。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君）

（下線部分は329頁の発言取消しに基づ

き取消し）

今総務部長から答弁をもらったように、避難訓練、武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に

関する法律による国民保護計画、これは佐渡市民が避難するときにどうしたらいいかということで、海上

自衛隊が平成20年７月８日に佐渡へ来たのです。私、招待されて、下の写真の真ん中、艦長の横に座って

いるのは私なのですが、これはイラクで活躍した輸送艦のおおすみです、8,900トン。でも、これうんと

両津港の沖にしか停泊できなかった。上の段の写真に写っている大型のホバークラフト、これ２機がここ

へ入るのですが、それを両津港へ接岸させて、それに私たちが乗り込んで乗船したということになってい

ますので、一部の専門家、評論家の意見ですと、北朝鮮はアメリカの本土または領土、グアムとかハワイ

へ大陸間弾道ミサイルを打ち込むと、アメリカがすぐに全面攻撃して、北朝鮮という国はすぐに潰れる、

そんなことを北朝鮮はするはずがない。そこで、見せしめにレーダー基地、原子力発電所あたりを狙う可

能性が強いです。テレビで言っていた。レーダー基地も原子力発電所も佐渡市関係あるから、佐渡市は急

いでその対応をしなければいけないと私は思っている。

接岸できない輸送艦。佐渡汽船で逃げるにしたって、佐渡汽船は敵国の攻撃に反撃もできない。佐渡市

民の命の安全も全く守れない、速度も遅い。ですから、こういった大型輸送艦、海上自衛隊の艦艇が接岸

できるように早急に対応すべき。市長、その考えありますか。もういつ撃たれるかわからない、そういう

状況ですから、とにかく海上自衛隊の船が接岸して佐渡市民を乗せて運べる、そんな状況をつくらなけれ

ばならないと思うのですが、いかがですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 有事の際あるいは大型災害が発生した場合におきましても、この島の事情からかな

り自衛隊のお力をかりなければ災害対応が成り立たない部分も多々あることは重々承知しております。そ

の意味では、現状のこちらにある航空自衛隊佐渡分屯基地等々の司令ともいろんな意見交換もさせてもら

っておりますが、今の部分につきましては、国サイド、防衛省の考え方等も踏まえていかなければいけな

い部分なので、私のほうから即どうこう、どうするというコメントは今できかねます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。
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近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） 議会も一緒になって国や県に要望、要請をしましょうと言っているのをいや、私の

立場では何もできないみたいな答弁だめですよ。もう一回。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） こちらサイドから国なり防衛省なりの要望活動については、必要な部分については

積極的にやっていきたいというふうには考えております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） 米の話に行きます。

近藤資料ナンバー２、ここに涌井徹さん、書かれています。彼は新潟県立興農館高等学校の専攻科を出

ていまして、私の先輩に当たるのですが、十日町市の出身です。去年、産業建設常任委員会で秋田県大潟

村に行ってきましたが、４人の家族で大潟村の八郎潟へ入植して、今は160人の雇いをして、米では日本

で一番大きな農家に、会社になっているわけです。私は、佐渡一の百姓になりたいと思って新潟県立興農

館高等学校へ行ったのです。少しずつ多少の田んぼを買いまして、今10町歩ぐらい自作地ありますが、今

佐渡で３番目ぐらいと思いますが、涌井さんは日本一の農家になりたいといって新潟県立興農館高等学校

の専攻科へ行って、現に日本一になっています。

ところが、驚いたのは、ここの真ん中の段の下のほうに「米30年問題を乗り切るには」の上、今期100億

円売り上げです。５年後1,000億円を目指している。これ根拠があるのです。右側にちょっと細かいけれ

ども、去年の８月に新しい会社をつくりました。涌井さんのところが50.1％持って、あとはＮＥＣキャピ

タルソリューション株式会社、それから株式会社秋田銀行、株式会社三井住友銀行、三井住友ファイナン

ス＆リース株式会社、これ入れて生産、加工をすると。でも、主な業務は下の段、事業内容のところ、一

番上だと言っていました。きのうも電話したのですが、農産物の生産及び農作業の受託業務が一番大きな

仕事だけれども、新しい会社で米のパンを食えば食うほど米が売れるという全国展開を今しているのです

が、株式会社ローソンなどでも商品化していると書いてあります。1,000億円、５年以内に必ず上がると、

こう言っている。私は、彼が苦労したのを実は知っているのです。映像を見たことがあるのです。40代の

ときに、車２台で彼の会社へ農業協同組合の幹部と政治家と、それから農業協同組合青年部100人詰めか

けたのです。そのときに、１人対100人の対談をしたのを私見て感動したことがあるのですが、何だかん

だと質問が来ます。全部答える。

彼の最後に行った言葉、「私は犯罪者と言われている」と、「食糧事務所からも県警からも目をつけられ

ている。でも、私のやっていることは絶対に正しい。皆さんのところでは減反やって」、減反を彼はやら

ないできた。「減収して、嫁さんもいなければ後継ぎもいないでしょう。大潟村は、若い人がふえている。

後継ぎいない農家は一件もない。結果して、私のやっていることにけちつけないでほしい。何を文句を言

いたいんだ。私に反論できる話があったらしてください」と言ったら、一人もできない。10年前に食糧管

理法が主要食糧の需給及び価格の安定に関する法律に変わりました。それまでは犯罪者だったのです。主

要食糧の需給及び価格の安定に関する法律に10年前に変わったら、今度は農林水産省のモデル農家になっ

ている。国の政策なんていうのはそんなものなのです。彼は、自分のつくったものを自分で売れないなん
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てことはおかしい、農事調停を起こして、かち取りました。それで、県警の喚問まで全部今度通れるよう

になって、一番困ったのはヤマト運輸をとめられたとき。ヤマト問題という話をしていましたが、米を出

す宅配の車を全部とめられるわけです、行政の力で。それはそれで困って解決をしてきたのですが、市長

に聞きたいのは、今度減反政策なくなりますが、減反政策の目的は何だと思いますか、何だったと思いま

すか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 一番大きな目標は、生産過多に伴う米価の下落防止というのも大きな部分だったと

思います。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） そのとおりなのです。私が新潟県立興農館高等学校へ入って２年生のときに減反政

策が始まりました。１割減反だった。それが２割、３割、４割になったのですが、当初は二、三年の緊急

措置と言われていました。余剰米を調整して、米余りを調整して、米の値段を下げないための政策でした。

米の値段どうなっていますか。２万6,000円から今１万3,000円でしょう。大失敗なのですよ、この政策は。

にっちもさっちも動かなくなって、ここへ来て減反政策を自由民主党はやめるみたいなことを言っている。

連動して農業者戸別所得補償制度、直接支払交付金もやめると、とんでもないと私は思うの。自分の政策

の失敗を農家をとにかく苦しめる政策に変えるわけ。

時間がないので、一番最後のページを見てもらえますか。近藤資料別紙で載せておきました。おととい

の新聞とその前の新聞です。これをやると、大規模農家ほど痛手が大きい。前からこれ言われていますが、

ここに載っている農事組合法人は、農業者戸別所得補償制度をやめられると6,000万円違うと、こう書い

てありますが、とにかく間違った減反政策をやめて、今度は補助金も連動してやめるというふうなことは

あってはいけないことだと思うのです。私は、前の市長にも言ったのですが、直接支払交付金の所得に対

する割合、アメリカは今75％なのです。ＥＵの共通政策が64％、日本何％だと思いますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 金子農業政策課長。

〇産業観光部農業政策課長（金子 聡君） ご説明いたします。

いろんな方から数字が出ておりますけれども、約16％ぐらいと把握しております。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） 欧米は70％を超えているのに、佐渡は16％から18％なのです。そこへ直接支払交付

金をやめると10％になるのです。何が起きるかというと、日本をやっつけるためには石油と食料をとめれ

ばいいと、39％ですから食料自給率。そんな食料安全保障になっているのですよ、日本は。非常に弱い国、

せめて食い物だけでも日本が国策としてフォローしていかなくてはいけないと思うのですが、市長、この

民主党政権のときにできた農業者戸別所得補償制度、今度なくなりますが、どう思いますか。それにかわ

る佐渡市の施策が必要です。何をどう考えていますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。
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〇市長（三浦基裕君） 国の方針としても減反制度を廃止し、直接支払交付金をなくす、これはもう決まっ

ております。来年度からも含めて、逆に佐渡市のほうからすれば、単純に国がやったから何もしないとい

うことは考えておりませんが、いわゆる所得補償という形を今までやってまいりましたが、今後につきま

しては、多角化、複合化を含めた機械に対する投資、設備に対する投資等々、それ以外にもいろんな支援

の仕方があると思います。その意味では、地区地区でこの島の中でも中山間部と平野部でもかなり状況も

違います。その辺の地区の状況に合わせて、どういう支援が一番適しているのかも含めて、その手当ての

方向を考えていきたいと今検討しているところであります。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） だから、どんな支援を考えていますかという質問をしているの。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） ですから、今申しましたように、例えばの話でいえば初期投資、設備投資、機械導

入への投資等々、いろんな形の支援が想定できると思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） 今までやってきた色彩選別機の導入補助ももしかしたらやめるわ、佐渡版戸別所得

補償制度もやめるわ、皇室献上米も全然交渉もしない。それで、今度は機械買うのに金くれるというふう

な話になるのですか。間違っています。違うのです。農業政策、市長、間違っているよ。絶対間違ってい

ます。

近藤資料の別紙、下の段に表があります。減反政策なくなっても、これは農業協同組合がかなり運動を

して、各市町村別の数量目標を出してほしいということで先般出ました。この数量目標、佐渡市というの

は一番下に書いてありますが、これに基づいて農業協同組合と契約をして、その契約数量以上の減反しな

い、いわゆる生産数量以外の米は差別化して安く農業協同組合は買うというふうな話に私は理解している

けれども、いかがですか。つまり今まで減反政策をやっていたときと全く同じような推移をするように私

は感じているけれども、いかがですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 金子農業政策課長。

〇産業観光部農業政策課長（金子 聡君） ご説明いたします。

今ほどの数字、これ新潟県が参考値として出しております。当初新潟県、このような数字は市町村別に

は出さないということで、佐渡市農業再生協議会においては、島内で業者を集めて事業予測、これに基づ

いた配分をしようということで協議しております。まだ具体的な数字は出ておりませんけれども、おおむ

ね平成28年ベースにして考えようという意見も出ております。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） 先般５日の日、11匹の猫の死骸を公園に埋めたということで逮捕された25歳の女性、

相模原市です。動物の遺棄、虐待は犯罪です。そこで、ぜひともここに書いてあるように、まず１つは補
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助金を出してほしい。今去勢、避妊手術に対する補助金を出している市町村を挙げてください。

〇議長（岩﨑隆寿君） 鍵谷市民福祉部副部長。

〇市民福祉部副部長（兼環境対策課長）（鍵谷繁樹君） ご説明いたします。

補助金を出している市町村ということでございますけれども、私どものほうで捉えているものにつきま

しては、県内20市の一般社団法人新潟県動物愛護協会のそれぞれ支部がございます。その中で、10個の支

部があるわけでございますけれども、そのうちの３支部が助成をしているという状況でございます。この

中で、中越支部につきましては長岡市内に限定をしまして長岡市から直接財源補助を受けまして実施をし

ているということでございますが、それ以外の中越支部、それから小出支部、こちらについては県助成と

同額で補助しているというふうな状況でございます。あと上越支部がございますけれども、こちらについ

ては新潟県動物愛護センターからの譲渡猫を対象にしまして、譲渡したときに補助するという形でそれぞ

れ助成をしているという状況でございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） 上乗せの補助金が何かだめだと佐渡市が決めたらしいのですが、だったら、一般社

団法人新潟県動物愛護協会佐渡支部へ支援をしましょう、いかがですか。県は200万円打ち切りなのです。

佐渡市が出すのはその10分の１ぐらいを動物愛護協会佐渡支部に出せばいいのです。そんな大金を言って

いるのではないのです。でも、それを出すことによって、去勢も不妊もみんな促進できる。市長、いかが

ですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 先ほどの答弁でも言わせていただいたとおり、現時点では上乗せは考えておりませ

ん。今後状況を踏まえながら、検討は続けていこうと思っております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） 残念です。20万円も考えていないですか。今、日本中、世界中の動きなのです。

がん探知犬、ちょっと最初が悪かったので、何にもいい答弁もらえないような気がしますが、これはほ

ぼ100％見つかる。

それで、さっき言い忘れたけれども、相川地区にある県佐渡保健所の施設が小さくて、小さいと彼ら職

員は頑張って、必ず100％近く里親見つけるのですが、一旦ストックできないと、殺す以外に方法がない

ものですから、広くしてほしいと、かなり訴えられています。それは私も運動しますし、市からも要請し

てもらえますか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 鍵谷市民福祉部副部長。

〇市民福祉部副部長（兼環境対策課長）（鍵谷繁樹君） ご説明いたします。

近藤議員の資料にも載ってございますように、私も確認をしてきました。かなり狭いというふうに感じ

ますし、それから相川地区という土地柄もございます。かなり雨風を受けるような、そういう立地にもあ

るかというふうに認識をしております。そんな中で、県のほうも毎年予算を要求しているということでご

ざいますので、市のほうからも積極的に働きかけをしていきたいというふうに考えております。
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〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） がん探知犬、人間ドックでは２万円ぐらいかかるのを半額補助をしていて、1,127人

分で2,100万円佐渡市が出しています。助成金です。がん探知犬は通常価格で５万円、キャンペーン価格

で３万8,000円、それの半額補助して1,900万円で100％ステージゼロ、初期のがんまで見つかるという報

告ですから、私が電話して聞いたら、あと1,000人はできると向こうが言っているので、取り組んでみて

はいかがでしょう。希望者だけで結構だと思うのです。

〇議長（岩﨑隆寿君） 小路市民生活課長。

〇市民福祉部市民生活課長（小路 昭君） ご説明いたします。

がん探知犬については、山形県のほうで実証実験という段階で行われているということでございますの

で、その実験の結果、どういったことになるかというところまで研究させていただいてからということで、

それから検討を始めたいと思います。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） 市長、どうですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 現在進めていただいている先方のほうの研究の進捗状況等々、効果のほうをさらに

検討したいと思います。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） これ本当に10年前の本なのですが、この時点でもう100％、333頭のうち１頭外れた

けれども、あと全部出ている。本当にわずかな初期のがんでも見つかるということですから、市長、もう

一回答弁して。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） これからも状況を見守りながら研究は続けていきたいと思います。

〇議長（岩﨑隆寿君） 質問を許します。

近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） かわいい子猫が５頭います。あと４頭しか里親、競争率が高い。よろしくお願いし

ます。

終わります。

〇議長（岩﨑隆寿君） 以上で近藤和義君の一般質問は終わりました。

ここで、10分間休憩いたします。

午後 ４時１１分 休憩

午後 ４時２３分 再開

〇議長（岩﨑隆寿君） 休憩前に引き続き会議を開きます。
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近藤和義君。

〇18番（近藤和義君） 先ほどの私の一般質問の最中に、恐らく巻き戻してみないと正確にわかりませんが、

市長は私の発言に対して議長に抗議をするという旨の発言があったと思うのですが、私の一般質問が終わ

った後なら幾ら言ってもいいのですが、発言中に議長の抗議なんていうことは、私の経験ではそういうル

ールはないと思うのですが、議長のほうで判断してください。

〇議長（岩﨑隆寿君） 直ちに議会運営委員会を開きたいと思います。

暫時休憩します。

午後 ４時２４分 休憩

午後 ５時０９分 再開

〇議長（岩﨑隆寿君） 再開します。

発言の取消し

〇議長（岩﨑隆寿君） ここで市長から発言を求められておりますので、これを許します。

三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 先ほど近藤議員の一般質問の中で、議事進行において不規則な場面での発言をしま

したので、その部分につきましては取り消させていただきます。

〇議長（岩﨑隆寿君） なお、ただいま取り消しを求められた発言に関する近藤議員の発言についても議長

において削除いたしますので、ご了承ください。（当該箇所322、323頁の下線部）

日程第２ 議案第８２号から議案第８４号まで

〇議長（岩﨑隆寿君） 日程第２、議案第82号から議案第84号までについてを一括議題といたします。

市長から提案理由の説明を求めます。

三浦市長。

〔市長 三浦基裕君登壇〕

〇市長（三浦基裕君） それでは、よろしくお願いします。

まず、議案第82号 佐渡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について。本案は、国民健

康保険被保険者の前年の所得が確定したことを受け、本算定を行い、基礎課税による医療分、後期高齢者

支援金分及び介護納付金分の所得割額、均等割額等の改正並びに低所得被保険者への軽減額等についての

改正を行うものです。

議案第83号 平成29年度佐渡市一般会計補正予算（第３号）について。本予算案は、既定の歳入歳出予

算額からそれぞれ281万4,000円を減額するものです。補正内容は、歳入では平成28年度分の精算に伴う国

民健康保険特別会計からの繰入金を予算計上するほか、財政調整基金繰入金の減額計上、歳出では国民健

康保険特別会計への補正予算に伴う一般会計からの繰出金を減額計上するものです。

議案第84号 平成29年度佐渡市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について。本予算案は、既定

の歳入歳出予算額にそれぞれ１億2,874万1,000円を追加するものです。主な補正内容は、歳入では本算定
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による国民健康保険税等を減額し、前期高齢者交付金等を増額計上し、歳出では保険給付費等を減額し、

前期高齢者納付金等の確定に伴う額を増額計上するものです。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長（岩﨑隆寿君） これより議案の順序に従い、質疑に入ります。

議案第82号 佐渡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定についての質疑を許します。質疑

はありませんか。

中川直美君。

〇13番（中川直美君） それでは、お尋ねをいたします。

３つあわせて国民健康保険税を決めるということなわけであります。きのうも子供の貧困やいろんな関

係で子育てに配慮したというようなことも言いました。今年度の本算定については、大きく２つ言いまし

た。１つは、制度の改編を見据えたもの、もう一つは昨年度の国民健康保険特別会計の確定に伴うもの、

そして今年度の医療給付費の動向をどう見据えたかというのが、大きく言うと、この２つで決めたという

ものがわかりますが、そこで聞くのですが、第５条の均等割です。昨年の１万9,600円を１万8,900円と700円

も大幅に安くするということなのですが、全国的にも赤ちゃんがオギャーと生まれても１万8,900円取ら

れるのです。全国的には、子供の多い家庭は減免するというふうなことをやっている、この辺はどのよう

に配慮をされたのかお尋ねをしたい。

ちなみに、全国的に被用者が多いのです、勤め人。約1,500人、千四百何人かの19歳未満の国民健康保

険加入者がいるわけで、こういった19歳未満の世帯数は一体どのくらいあるのか、まず教えていただきた

いというふうに思います。

〇議長（岩﨑隆寿君） 後藤市民福祉部長。

〇市民福祉部長（後藤友二君） ご説明いたします。

議員ご指摘のとおり、今回の改正については、通常の本算定というものを今までやっておりましたが、

今回来年度からの制度改正、いわゆる県の財政に一本化されるというものを見据えながらやったのがまず

１点あります。そういう中で、決算残余等が生じておりますので、まず全体的な保険料水準を引き下げて

いきたいということで、残余金の中から決算の歳入歳出見込みから差し引きをしました額について１億

5,000万円を投入して、国民健康保険税の負担を軽減したいということで、まずその部分は現行の経済等

に配慮していくという部分でございます。

それから、先ほどご指摘があったとおり、子供にも当然医療分、それから後期高齢者支援分については

かかってまいります。そのあたりを含めて配慮をしてございますけれども、従来どおりの考え方で応能、

応益の負担割合というものについては、所得の部分が55％、それから応益の部分については45％というふ

うな配慮をしまして、低所得者世帯に配慮をしたものでございます。

子供がいます世帯数については、ちょっと今資料を持ち合わせていませんが、ご指摘のとおり……

〔「あるんでしょう」と呼ぶ者あり〕

〇市民福祉部長（後藤友二君） 今持ち合わせていないので、申しわけございません。1,332人ぐらい前年

度末でおります。これについては、ご指摘のとおり被用者保険に入っておる方もございます。多子世帯等

の配慮については、政策的なものでやっていかざるを得ないのかなと。総人口に占めます19歳以下の子供
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たちの割合というのが、国民健康保険の加入者14.61％ぐらいと考えておりますので、別の部分で子育て

支援等については考えていかなければいけないと考えてございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 中川直美君。

〇13番（中川直美君） 本会議の上程のときにも言いましたが、消費税増税の関係で1,700億円、つまり何

言いたいかというと、消費税が上がると大変なことになりますから、1,700億円を全国に交付しますと。

保険者支援となっているのだけれども、これは要は加入者の所得を減らすということなわけです。それで、

約１億円余りが従前よりも来ているということなのだけれども、本会議の上程のときにも言ったように下

がって当たり前。問題は、どれだけ下げるかなのです。今資料を持ち合わせていないということですから、

ではお尋ねをしますが、被用者保険、被用者、つまり働いている方です。自営業者もあれば会社に勤めて

いる方もいるわけで、そういった職業構成というのは出せるということですね。それ出してもらえますか

というのが１つ。

働いていることということでいうと、私多分三浦市長のいい政策の組み立てであって、キャリアアップ

助成事業、例えば社会保険料や国民健康保険税の減額をやるというふうに言っているのは、こういったも

のを加入者も使えるような仕掛けになっているのですよね、どうなっているのか教えてください。

それと、もう一つ、あなた方がいうモデル世帯、子供２人、夫婦２人、所得300万円、今までは15％だ

ったのが今は大体所得、収入の20％が国民健康保険税なのです。それが一体どのぐらいになるのかという

ことで教えていただきたいのは、昨年に比べて１人当たりの税額が一体幾らになるのか、１世帯当たりが

幾らになるのか。そして、あなた方がいつも示している子育てモデル世帯300万円で一体幾らになるのか。

そして、国民健康保険事業財政調整基金残高はこの予算だと幾らになるのか教えてください。

〇議長（岩﨑隆寿君） 後藤市民福祉部長。

〇市民福祉部長（後藤友二君） ご説明いたします。

議員、ちょっと今のご質問の中で、被用者保険に入っている方の構成とおっしゃったのでしょうか、そ

れとも国民健康保険の加入者の職業構成でしょうか。職業構成については、国が実施しております国民健

康保険実態調査というのがございます。その中で拾えば出てくると思いますので、あれはただし全部悉皆

の調査ではございません。100分の１程度の抽出率だったと思いますが、それで調べたものであれば調べ

て出します。

それと、キャリアアップ助成金については、ちょっと私のところではお答えができませんけれども、国

民健康保険税の関係につきましては市民生活課長から今説明させます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 小路市民生活課長。

〇市民福祉部市民生活課長（小路 昭君） ご説明いたします。

所得300万円といったようなモデル世帯ですと、世帯合計で55万8,600円、１人当たりですと13万

9,650円、世帯で昨年に比べると２万5,700円の減になります。

〇議長（岩﨑隆寿君） 後藤市民福祉部長。

〇市民福祉部長（後藤友二君） 国民健康保険事業財政調整基金残高でございます。平成28年度末が３億

7,327万379円でございます。これで今回ご提案させていただいております8,200万円ほど積み増しますと、

国民健康保険事業財政調整基金残高は４億5,232万7,379円でございます。
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〇議長（岩﨑隆寿君） 市橋地域振興課長。

〇産業観光部地域振興課長（市橋秀紀君） ご説明いたします。

雇用保険適用事業主であれば、国民健康保険加入事業者でも対象としております。

〇議長（岩﨑隆寿君） 中川直美君。

〇13番（中川直美君） モデル世帯で55万8,600円というのはわかったのですが、昨年に比べると、１人当

たり一体幾らと幾らで幾らの増減、世帯当たりでいうと幾らと幾らで幾らの増減というふうに教えていた

だけますか、済みません。

それと、もう一つは、キャリアアップ助成事業は使えるということですから、制度の説明だと30万円を

３年間使える、90万円分が３年間で行くということになるのだろうというふうに思うのですが、そういう

ことでいいですね。

〇議長（岩﨑隆寿君） 小路市民生活課長。

〇市民福祉部市民生活課長（小路 昭君） ご説明いたします。

１人当たりということですが、昨年に比べまして2,731円の減になると計算しております。モデル世帯

ですと、300万円の世帯所得で昨年が58万4,300円、本年度が55万8,600円でマイナス２万5,700円というこ

とでございます。１世帯当たりですが、マイナス5,600円ということでございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 市橋地域振興課長。

〇産業観光部地域振興課長（市橋秀紀君） ご説明いたします。

この事業については、非正規、有期、無期ありますが、この方々を正規にすると奨励金として我々がや

るわけでありますが、個人事業者でも大丈夫です。対象としております。

〇議長（岩﨑隆寿君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（岩﨑隆寿君） 質疑なしと認めます。

議案第82号についての質疑を終結いたします。

次に、議案第83号 平成29年度佐渡市一般会計補正予算（第３号）についての質疑を許します。

本案の質疑は、歳入歳出一括で行います。質疑はありませんか。

中川直美君。

〇13番（中川直美君） ここで先ほど１人2,731円下がるからいいのではないかという空気が蔓延をし始め

たので言っておきますが、去年も下がったのです。ことしの国民健康保険特別会計どう見るかといえば、

全然難しいことないのです。先ほど言いましたが、去年の動向を見てやっている。去年の結果、これどう

いうことかというと、繰越金が全体で２億9,367万2,000円でしょう。つまり去年は加入者からいただいた

ものが約３億円近く余ったというのです。これをどうするか、どこに使うかという話なのです。ところが、

あなた方は基金に積み込んでいる。だから、国民健康保険事業財政調整基金がないと危ないというけれど

も、今まで過去、佐渡市になる前から使ったことがあるのは旧佐和田町で１回だけです。

〇議長（岩﨑隆寿君） 中川議員に申し上げます。

今一般会計のほうをやっています。

〇13番（中川直美君） ですから、一般会計から繰入れをやるべきだということを言っているのです。全国
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でも圧倒的多数、一般会計から繰入れている、１人当たり１万円繰入れているのですよ、保険者支援があ

っても。ですから、政策的判断として、深刻な不景気の中、自営業者もいればさっき言った被用者、働い

ている方もいる。佐渡だけではなくて全国的にやっているのだから、いや、積み立てるのは基金積み立て

ても構いません。一般会計から繰入れたらどうですか。財政課長はわかりましたと言いそうだけれども。

〇議長（岩﨑隆寿君） 磯部財政課長。

〇企画財政部財政課長（磯部伸浩君） ご説明いたします。

国民健康保険特別会計への繰出しの件でございますが、我々としましては国から示されております繰出

し基準に基づいて行いたいと思っております。

以上です。

〇議長（岩﨑隆寿君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（岩﨑隆寿君） 質疑なしと認めます。

議案第83号についての質疑を終結いたします。

次に、議案第84号 平成29年度佐渡市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）についての質疑を許し

ます。質疑はありませんか。

金田淳一君。

〇21番（金田淳一君） 平成28年度のときに繰越金が３億円出てトータルで３億3,000万円だったのです。

ことしの予算書を見たら２億6,000万円追加で２億9,000万円。平成28年度に余った算定、要するに医療に

かかった割合ですとか、そのあたりはどういうふうに考えているのか。ことしもまた余ったわけですよね、

平成28年度も。ことしの算定方法というか、そのお金の集め方が問題なかったのかというところをまず教

えてください。

〇議長（岩﨑隆寿君） 後藤市民福祉部長。

〇市民福祉部長（後藤友二君） 医療費の動向等を見込んで当然今までも算定してきております。平成28年

度の見込みについては、伸びる計算でしておったところが伸びなかったということで、また残余が生じた

ところがございまして、確かに言われるとおり、保険料の残分ということになるかと考えてございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 金田淳一君。

〇21番（金田淳一君） ことしも余り医療費がかからなくて普通に推移してくれればいいのですけれども、

そこで国民健康保険事業財政調整基金に今年度8,000万円ですか、積み立てしています。トータルで今さ

っきの同僚議員の説明がありましたけれども、このあたりのところをこの後の県の広域化を見据えて、こ

の金額というのはどういう意味を持つのかについて教えてください。

〇議長（岩﨑隆寿君） 後藤市民福祉部長。

〇市民福祉部長（後藤友二君） ご説明いたします。

県の動向は我々もまだはっきり決まっておらないものですから、都道府県下において方針が決定するの

が11月半ばと聞いております。第１回の県の国民健康保険運営協議会が６月15日に実は開かれておりまし

て、その資料がきょう届きました。その中でも、今まで聞いておった部分もあるのですけれども、この後

の県の国民健康保険特別会計の財源構成を各委員のところに説明をしたのを見ました。例えば前期高齢者



- 334 -

交付金、今佐渡市の場合は約19億円もらってございます。このあたりについては、もろもろの公費の部分

とかこういう大きなお金というのは県が一括で受け取って、それを各市町村に割り振る、医療費の納付金

等に充てるということになっています。そうしていきますと、全県のベースになったとき、やはり上がる

方向に考えていかなければならない。

それから、前期高齢者交付金というのは非常に大きな金額です。これが今まで変動要素が大きくて、本

算定におきましては国が示しております暫定と申しますか、いわゆる概算払いというのをまず今年度分納

めます。２年後に一昨年の部分について精算をします。それが約１億円前後変動して、これがなかなか読

めないものですから、我々大きい金です。今後もその中を見据えたときに、今回8,200万円積んだという

のは、来年度以降、平成30年度、平成31年度、平成32年度を一つの３年間の区切りを県はつけて、そこで

見据えて、また方針を見直すということが決定しておるようであります。それで、３年間、例えば１億

5,000万円やはり変動した場合に、我々これが今のベースで据え置けるようにしたいということでちょっ

と考えました。本来であれば、私は残余金全てを軽減に充てたかったのですが、そういう意味で今回の提

案をさせていただいたところでございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） 中川直美君。

〇13番（中川直美君） ここでは２つ聞きます。

１つは、佐渡市国民健康保険保健データヘルス計画であなた方は普通こういうときには事業計画出さな

ければならないのです。あなた方、医療費がこれぐらいだから云々ではなくて、佐渡市国民健康保険保健

データヘルス計画見ると妊婦の病気が多い、県内で。それと、子供から大人、赤ちゃんの肥満も含めて多

いということになっている。こういったものをどうやるのかという事業計画はどうなっていますか、１つ。

会計の問題でいいます。今も話ありましたが、基金の積み立て方どう考えているのですか。過去の資料

を見ると、三浦市政の前は繰越の10％だったでしょう。それが、とりもなおさず加入者が納めたものだか

ら、なるべく加入者に返すという建前。ところが、去年あたりから去年１億8,000万円、今回8,000万円だ

けれども、これだって2,900万円の10％ではないです。どういう基金の積み立て方のルールをしているの

ですか。あなたがさっき制度の改正の問題言ったけれども、いろいろ問題があるのだけれども、基本的に

言うと、県が決めて今回払えというものを佐渡市はどう払うかというだけなのですよ、当面は。何も難し

い話ではない。だから、過去は繰越の10％というルールをちゃんと持っていたではないですか。何でここ

に来て一気に平成26年度に比べると100倍も去年ためたでしょう。それは前の課長が悪いのだとは思うけ

れども、まだここにもため込み過ぎです。これは、つまり２億9,000万円は１人当たりにすると約8,600円

の黒字だったのです、去年は。ここで提案なのだけれども、例えば今2,700円にあと3,000円分下げる、と

りあえず6,000円下げるわけです、5,000円超えるわけです。そうするには繰入金あと4,600万円でいいの

ですよ。基金の積み立ても3,600万円やれるのです。この程度の暫定案出してこなければならないのでは

ないですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 後藤市民福祉部長。

〇市民福祉部長（後藤友二君） ご説明いたします。

佐渡市国民健康保険事業財政調整基金条例です。これは平成25年３月29日に実は改正してございます。

その前は確かに議員おっしゃるとおり、歳入歳出で決算剰余金を生じた場合に、その額の10分の１を下ら
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ない額を積み立てるということでございました。従来佐渡市については、財政上の規律等を保つ観点から、

うちのほうの国民健康保険事業財政調整基金、それから繰越金を使って国民健康保険税の関係の高騰を抑

制をしてきました。なぜ25年に改正をしたかといいますと、そのときに国民健康保険事業財政調整基金の

額約400万円を下りました。このあと10分の１ずつ積んでもなかなかこれが多額になるまでにはかなり時

間がかかるというようなこともございまして、議会に提案をした予算で認めていただいた額を積み立てる

ように、このときに改正をしたものでございます。そういう部分で申しますと、そのときに結果的に税負

担を下げる部分として方策がないということで、一般会計から繰入れをいわゆる法定外というものをいた

だいてやったというような経緯もございます。

先ほども申しましたように、金田議員のご質問にお答えしたとおり、我々とすれば当然本来であれば今

ほど中川議員からご指摘ありましたとおりなことをしたいと考えておりましたが、約１億5,000万円とい

うものを１人当たりでいいますと１万5,000人ぐらいの被保険者ございます。その人たちの仮に１万円分

上昇が見込まれたときに、３年という県の見直しスパンがあるということでございますので、３年分積み

立てたいというところから考えたわけでございますので、そのあたりの規律というものについてどうかと

いう部分で、今回の積み立て額を決めたものでございまして、よろしくお願いをしたいということでござ

います。

〇議長（岩﨑隆寿君） 中川直美君。

〇13番（中川直美君） よろしくお願いはできませんが、例えばあなた方いつもそう言うのです。私、ここ

に平成20年度からの決算の統計持っているけれども、不足して国民健康保険事業財政調整基金から繰入れ

たことなんてないのです。平成25年度というけれども、平成26年度も一円も積み立てていないではないで

すか。それどころか、前の市政は経済状況大変だからといって、一般会計から繰入れて引き下げたではな

いですか。今の経済状況をどう見るかということなのです。

さっき言ったように、私が暫定案言いました。10％以上です。約１万5,000人ですから、あと3,000円下

げるには4,600万円あればいいのです。それでも国民健康保険事業財政調整基金に3,600万円積み立てられ

る。市長、これどういう指示出したのですか。今深刻な不景気で大変で、さっき言った自営業者もいれば

勤め人もいる。今所得の20％も国民健康保険税かかって子育てができないような状況と悲鳴上がっている

のです。こんなときだからこそ、国民健康保険特別会計そのものを見てもお金ないわけではない、どうし

て出したのですか。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 今回の変更については、ツーパターンの案を出しながら、それぞれの部分のプラス

・マイナスを検討させていただきました。その中で、今回の案につきましては、先ほど市民福祉部長のほ

うから申しましたように、来年以降、県のほうの管轄になる中で、かなり上振れが想定されると、現状よ

りもかなり実質上振れしてしまう可能性が強いという想定を踏まえまして、少なくともそこの激変緩和措

置も含めて３年間ならすだけの温存をしておこうという考え方で決めさせていただきました。

〇議長（岩﨑隆寿君） 中川直美君。

〇13番（中川直美君） 一般質問ではないので、余りやりませんが、そこの激変緩和をおさめるのはもらっ

た人の金でやるものではない。そういう激変緩和をやるときには、さっき言ったでしょう、消費税増税
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1,700億円と同じように一般会計から入れて激変緩和をやるのです。国民健康保険の加入者、所得が低い

人からもらったのをためておいてやるのだったら、市がやるのではなくて自分自身でやっている話になっ

てしまうのです。

もう一つ聞きます。所得300万円で子供２人いて、そこから33万円取られるのだけれども、それで55万

8,000円、これで子育てできるわけないではないですか。暮らしの実態を見たら、ここは一般会計から繰

入れなくてもやれるのです。去年の黒字分をわずか調整しただけで、あと3,000円下げられるのです。こ

れはどう考えますか。社会文教常任委員会が予算修正をしてくれるためにかなり勉強して提案をしてあり

ますので、よろしくお願いしたいと思います。

〇議長（岩﨑隆寿君） 三浦市長。

〇市長（三浦基裕君） 議員のご意見も今しっかり承っておりますが、こちらの今回の算定の根拠につきま

しては、向こう３年間を想定して、国民健康保険特別会計の中で何とか財源を持っておこうという考え方

でやらせていただいたということでございます。

〇議長（岩﨑隆寿君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（岩﨑隆寿君） 質疑なしと認めます。

議案第84号についての質疑を終結いたします。

ただいま議題となっております議案第82号から議案第84号については、お手元に配付してあります委員

会追加付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託いたします。

〇議長（岩﨑隆寿君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。

次の会議は、29日午後１時30分から今期定例会最終日の議事を行います。

本日は、これにて散会いたします。

午後 ５時４０分 散会


